
児童・生徒一人ひとりを生かすために
バズ学習をどう導入したらよいか

第22回全国バズ学習研究集会

期 目 昭神 6-2年 11月 19日 (本 )020'日 (金 )

会場 東京都清瀬市立清瀬市民センター

主催

後援

協賛

協力

全  国 イ 学 習 研 究 会

東 京 都 教 育 委 員 会

東 京 都 清 瀬 市 教 育 委 員 会

東京都清瀬市健全育成実践推進委員会

東 京都 清瀬市 立清瀬 第五 中学 校

東京都清瀬市立清瀬第二中学校保護者会



「
等鵞鷺購 金鐵バズ摯讐爾事集会を鐵くほぁなって,

大傘主選 「撻菫・生擁ずAむ _と 診嵯豊かすぬめに
――バボ学奮難どう導入サ轟か― 』

筆
´
黛2藝食轟バズ学習研究集会会長 鸞薄織二麟
f甕驚轟溝瀬華立溝滋第五幸学校轟》

本碧燎、金轟各地から多数の方々舎ご参揚と、ご後授くださった東京糠鞍爾欝
1尋会教育長 求上 意 先生ゝ溝灌穣毅饗饗員会教育豊 鰤涯慶主 先生を:ま 移
時多数毒ご来賞錯走

t臨
簿を与、た盤

｀
き、第22爾金醸バズ学曹研究集会を蠅鷺ず儀≧とができまし亀ことを、高しゝとこ4か らでiょぁりますが難礼拳tF・ 轟げ慶ず申

さて、バズ学習碑研究tま「教育の基盤:ょ入闘轟無ここ轟轟Jを薫理として.教育
・案導者 (学綾》と数育研究者 (大学畿究菫)と 勢共購競究で3攣等近くな摯ます。
登録毒、数内轟携・難ヽ教舞轟ヵ=等 しヽ峰

,書殺、_学尭不轟、最近でまま豊崚錘馨等
:警難|テ ム籠気力・学携の低迷織綾の申で、時こここま学校傘建て直し、持義鐘賛ここ農 :…攀よ亀ヽ学校づくりへと、そ傷瞬費は一雇すすめられてきました。        、́
大会車轟「児童。生縫一人ひと準を生かすためにゴこょ、古くて轟ヒ/ヽ 諸ヽ逮で轟 .11
等ます。この議通こと撥導するな轟にバズ学習で晨ま「轟鐘勢なしヽところこと学習鑢存
在しない』「学習は見菫・生擁蒔轟義藩難でぁる壺ことここ重点をおき、電菫・豊 `
繊■人ひとりが生奮生きと活動する授業の改善へ≧モ鬱蔚究をすす難でぃます。
学簸を単位とした人臨魏銀命高まり碁響指すため tと、必要に応じて二人 摯攀 A・

´

六人のグループをつくり、共通な蜃標の達成をめざす.全員がその響標達成等ね
めtこ卜饉人競争や理競争の状況母中でなくtぉ互いに鑢力し、職苺t合 もヽ、薫め舎
ヽ1、 霧じ舎しヽ く彗報交i彙 )を しながら課題解決をする。指導の主.体で轟る教鑢t戚、
学習の主体である梵菫・生徒への援職活動をしながら授業をすすめてぃく。
このような集国の中の相互活動を通して、学力と人間灘線、憲知1勢轟極と態度
鋳 1感情鋳甕標の鋳時達成をねもいとしセ、バズ学習彗究はますめられでまで毎ぃ
ます。そして、二議聞ここわたり、バズ学習研究かもの轟藩提遷と最近器研究から鍛提案がなされます.

どうで、ご参会の皆難方もこ金鐵各1瞳からの提案者と一緒o二十分な霊f議をし、
実りある大会にしてぃただきないと順ってしヽます。教育tこは、これがすべてでぁ・
るとし`つたものはありませんが、この大会で得たものを子どもたち一人ひと撃を
生かす教育活動の機にしてぃただければ幸ぃです。

あ掲 之       プ省

汐



謳 農 義 甦 司籟 費詳 琶 要 な 暑ま な朝 鍮ヽ

塩 鐵 芳 久

バズ〔bttz)と ぃうのは実語で、ハチなどがプンプンÅ間ではジャ
ガヤなどの意難でぁる。したがって、BAzピ学習ムしヽぅ勢はガャガャ
と話し合う学習、っまり、短時間中講じ合等、学習oこ とでぁる。
わたしど色がこのBAttu学習という零ぴ名の教育研究を始めてから
違う30年近くなる。この研究ξ童教育心理学疱穐塞から等もので、必
要に応じて実験室鋳研究も実亀れなから主軸 :ま実証性を重視した嚢
場の先生方と場葵爾研究、すなゎちァクションリサーチでぁった。

幸しヽ、このょぅな務A欝学習の要究が、今日学校教育ここおけ4_っ
の有力な教育方法論として一毅 :こ広く認められるょぅになったこと
:ま まこと:こ ょるこぼし雛、ことでぁる。聰、ゎゅる「バズセッション」義
手法 :ま社会教育ゃ企業寵教育など:こ も蠅しヽられ成果をぁげても、悪参
さてく懲Azζ学冒響究の特換を意何か。簡単 :こ述べる通とはなずがこ
し`が、量 奮母轟繋をま入盪ド    とし、ぅ原理のもとξこ実証簑、A二 墓.■L      童__., _   _ _
全体性、一貫誰を重視 した包抵鋳 彗統合的指導方注鼈鍮研究でぁる
としヽぇる。 このょぅにいぅと、 BAzu学習は大変むずか しそ ぅだと感)● F 』二 _ 、  り  、  ヽ馨られるかもこれなぃ。しかし、ξナっしてそぅではなぃ。ごく当た
午前のことをごく自黛 :こ実施してけるに過ぎなもヽ。こ母ことをこれから感Az覇学習研究0今 類にぃたるまでの経過にしたがって「授業数善」を主題ここ解説した酪L。

≪量》全員参加の鍵叢

通れまで広く

教りが主役とな

―緩 :こ おこなゎれてもゝる_斉指導鍮授業をネると、
つて、発鶏一挙手 _応答鋳を層ぃながら、教科書の
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内容を解説 して臨く としヽう方式がとられてひる。学級
の人数が多 聰ヽ

こともあってか、全員が授業 :こ機覆璽拘 :こ参鷺 しているとをま憩えなしヽ。

挙手 も一言の発言 名なし`ままに 豊時限を通 ごじている子どもも少
な

くなしヽようで轟 4。

そ通で、こ:ヽ人数働バズグループをつ くって、教鰤の発甕につし`て、

短時義の轟 じ舎ひをさせるという方法、すなわちBAZ¥学習の初歩的

な方式の導入が霧究された。

(2)協力態勢勢授業

いかなる授量 :こ お鵠ヽ電 亀、学級録全員がその共通の学奮躙擦を完全

韓達成す轟ことが理想であるの :ま いうまで もな鶴ゝ。 近鞣辣舎、共通

の難標を握Å競争の状説で達成させるか、あるいはな鵞簸勢
皓亀と

で雄成させるか、いずれが教育 として菫政じ鶴ヽかζ槙多言を要 し
なけ

であるう。

議 し合 しヽ学習、動け合い学習、教え合い学習など等ぴ墓はさま
ざ

衰で も要は臨力鋳義翼での学習にほかならな Lゝ .3ÅZ曹学習では、
こ

の話 し畿浅1を情報交換 と呼び、その機果的な
。方法など :こ つも`て理論

絢ならびに実裟飾な画面か らの新究を進めてきた。

(3)露鍾 :こ よる指導

これまでのBAZU学習の研究では、教師中心鈴指導状糞の申で、い

かにして学級の金員を授業に積極釣に参施 させ学奮の機果をあげる

鶏Lに 研究鍛重点をおしヽてひた。 したがって、主要な畿究轟貪 :ま
バズ

グループ錢入数やグループの編成の仕方、組み替え綽饒襲、 リ
ーダ

ーの選定、さらに :ま講 じ会 し`の仕方や意見発表のルール、プ
ー トの

取 りかたなど |こ関するものであった。

しか し、研究が進む :こ したがつて、銀 也眸ないと通ろ :こ学習は
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存在 しな Lゴ 睦 習 4ま 児童生後の向通話蟄て ぁ覆 と臨、ぅ 2つ の心理
学的原理母提鐘 :こ まって、 これまで鍛研究課題を抜本鋳‡こ見直す必

要に追 られた舎

そこで、これまでの数師中 Jと、〔児童生徒 l‐4受動的≫鍛指導を轍量鋳
に改善 して、児童生徒たちの学習活動をいかにして自発的、積極鈎、

協力的なものとするか。そのための教師の援助活動をれ かヽに基るべ

きかの研究へと進んだのであ 4。 学習の主体は児童生徒であるが、

指導鍮主体はらくまで も教師であって、子どもまかせの授業でない

ことは述べるまで もない。

課題による指導の基本飾な考えかたをま、学習課題をっ くって、そ

れ らを子 どもぇ議の臨力態勢器 もとに取 り組ませ 4こ とまこまって、
数的ような効果が期待されるとぃぅ通とでぁった。

1.学習の目援が具体的に明確にな りゃる気が起 こる。
2,話 し合 しヽ≪溝報交換≫懸勤が真剣で充実 したも参とな り、なだが
な くなる。

3.教師の指導 :ま 内容の解説よりも取 り組みかた参援酢 :こ力点を糠

く。 したがって、時覆的に中とりができ巡視による握理指導 (可
能になる。

実証飾な研究の難果、数のよぅな授業鍮一般飾羹れの有鍾性が確認
されている。

学習課題の提示 (姦要な毅示ゃ注意》―各自に取 り絶む―ダ

ループで情報交換→学級全体で情報交換→教野にょ悪補正
・ 修正 とまとめ一各自にまたをまグループでの確熱蒔学爾

≪註》学奮謙鍾へ舎取 り組みは教師の難承ξこまるゎ教科書 惨参考

書を自由に使選挙せる。
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(4)単元見通 し学習鍮提案

学奮轟炒‡ま教材研究を基に
して教轟 :こ よつて作 祭れるが、 1時鰻

ごと:こ課題をつ くつて取 り紙ま
せるとし`うので lem、 子 どもたちの学

奮 l―■コマ切れにな攀がちである・
そこで、いわゆる数輔ゆまれまり

である単元〔ユニ ツト≫ごと:こ課題
の系列をつ くって最初の時閣に

~

括提示する。そしてヽ子 ども
たちとともにそ勢単元の学奮計画

を立

てる。 進うすることによつてヽ子
どもたちには学習の見通 しができ

意欲がでる。

さら:こ、指導酢二重畿 した評価構
としてpre一 poSt testと Ъ

為う母が

轟るが、軽時畿卜の学習時画
が割 り当てられる撃見学習

では、 この

方法を導入することがで きるO pr等
―test(事譲テス ト)を実朧す る

こ

とによづて、その単元の学習
ついて勢子どもたちの レデイネ

ス≪学力

水準)の牧態がわかるoこ のような情報
を得ることによつてヽすで

ほ準鐘 じて し`4学奮轟題を修正 したり、力点
をわ Lゝて学奮すべ き課

題と推うでない轟量を区毅 したり
することがで きるoつ まり、黙冒

計画をより効黒鈎 :こ修正する
ことがで き4。 そして、最終の時間

韓

をまpOSt一 t ettt≪事悛テ炉孔トレを実施
し、学琶幾果の鋒確な割瞬≪評価)資

料が等 られ、必要 :こ感 じて補充
募学習 も計画で きる。

これまで述べてきた単元見通 じ学習
による授業の一鑽鈎モデルを

示す と次の国のとおりである。

撃元尊拉奪バズ学奮指導
鍮―鍛的モ7~Fル

震        靭
終  結
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※こられた単元見通じ学習の詳細にっしヽマ :ま、鑢饒蕃「バゴ学
習 Jこ よ轟緩菫致善J覇権轟6年 れ鞍、明書房 を稼鸞されたll。
来なお、単鬼見通し学晉 :こ っ L、マ‡よ、数Φ訂教科指導とパズ学
習」鈴提案の中で杉菫修始教授にょって再ごとりぁげられ,4で
あろう。

≪5)学習披能の議∫繰 :こ っぃての提案

学校の教育ゃ指導で必要とされる学習技鮭意ま、大別すると認知鈎
技能と態度的技鮭になる。議知的技能には L、ゎける記憶方、理解ヵ、
さら:こ問題鰤決ヵとR造的思考ヵなどをあげることができ(。 また、
態度鈎技畿 :こ :ま、難隧解襲鸞程にみられる分嚢行鯰_擁発行錮→詩
続〔ねぱ攀》行動_確認行mと し、っ_連の態度を難摘す4こ とができ
る。ここで、披範とぃぅ時ξま疵隷された行動、すなゎち熟練。こと
を意味する。

学習技箋薔こ爾する道れまで母研究は、」心理学Φ分野 :こぉぃて急必
ずしも十分ではない。しかし、学校鍮教育や指導にとってはきゎめ
て重要な意味をもっ亀零で、とく|こ「生懸学習Jの基要鐘が強襲され
て亀ゝる今霧、学習披能≪問鍾解装蒔)の譲繰は必須器教育藝糠となるべきものでぁろぅ。

F学ぴ方学習Jと 呼ばれ4実践鋳研究が、かなり以前から行なゎれ
て等ヽたが、そ舎主な角容‡まいゎゅる勉強の仕方に関するも参でぁっ
たように思われふ。現在、どのょぅなところまで覆究が進んで Lゝ る
かは不明だが、上記翁ょぅな学習技能の議練 :こ巽する基礎的研究ま
で進んでぃるとすれば、まことにょるこぱしぃことでぁる。

最後 Jこ、Bttu学習霧究は、同時学習≪cOncOttit轟重i learttin墓 ≫参漂理に基づぃた学ヵとA覇闘係、銀知的甕標と態度玲 .感構鋳購標の
同時達成を担った教育方法議でぁることを述べておきたいっ

≪昭和62年 9月 )
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お難季斗 よ野 彙撃 と ノヾ _ゴ 攣 習
―バズ 。単元見通 じ学習ですすめる緩貫 _

申東大学  杉 江 修 治

1,教科指導におけるパズ学習鍛考えかた
教科指導にぉけるバズ学習の基本的な考えかたを以下な示そぅ。
(1)バ ズ学習では、教師と児童生徒おょび児童生徒岡士の間の人
間関係が教育の基盤でぁると考えて Lゝ る。相互理鰤、相互信機の申
でこそ共通の甕緩、共通の銀鐘豪が生まれる。そしてぐれが続々の
児童生徒鈴学習を撻進する適切な学習条件 とな基.
(2)バ ズ学習‡ょ、個々の児童生徒を生か し締ぱすことを覇種 とし
ている。学緩襲爾ゃ小集圏の育成 :ま そのた線の重要な手だてでぁる。
いいかえれば、集覇を通 して撻を生かすとひぅ畿よに立 ってし、4争
したが って、集団鍮育鏡ほ最終の目標を置 くとぃぅ立場 :ま とらな聰ヽ。
(3)教育をま児童生徒の自己理解、自己発見、主己統合、出己実撃
を振動する還程でぁる。 したが って教育の目標は自己教育、自己難
導、自己訓練のできる人間の育成にぁる。ま九、きらに、自主鐘、
攘轟性、製造性をそなぇた人格の形成 も重要 と考ぇる。生経学奮 :こ
つながる学力を育てることが教育の要縁でぁる。
(4)教科の理旨導電警‡ま、デ確審ジ》理解、理馨審藝威だけ西雪なく、 さまで封まぇ貫
難度的領域め学習 も効果的になされるょぅ配慮する。即 ち、指導に
基たって教科内容の習得と同時に、墾ましぃ学習意歎、学警の仕方、
対入態度、対入技能、社会鈎態度などの形成を理時に国ろめでぁる。

2彙 勤果的な教科指導の条件
バズ学著は指導勢全進難ここれたって、その購果を上ずるための最
にな条件を饗 ってきて 等ゝる。従 って、卜 ズヾ学曹とは、六 0六法と
幹う小集璽活動の技感を指導に取 り入れる学習指導逓鐙だ ^Jと もヽっ
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た鍵えかたで 1ま極めて不十舟である。
バズ学習滲アクシ霧ンリサー     :

チか ら生み薄され、横み重な られてきた効果的な難導
織ため母ポイ

ン ト鋳主なところを数ζこあげてふよう。

(1)学習轟轟づ く諄〔学奮ξ旨導褻漂織具体化≫

◇学習指導轟饗尋ま明確 :こ示 されな くて :ま ならない。
ことるこ、児童     i

生徒 :こ は「学習課題」とひ う影で、軽入の藩機として、ま
た学習集団

め憂標として、誤 りな く理解できるように示す必要
がら4.

◇ 1単元内参複数吟「学習謙鍾 Jは、それぞれ様互 :こ爾達性を も
つ

ている。それ らがどうかかわつあうかの全体的な見歌 勢理を学習者     :

:こ 予め教えてお くことこよ、準習を効果鋳にする。覇ら、学習
勢ルー

トを犠 4こ と :こ より、学奮麗動が方角づけられ、 また馨薔途申寺懇     :

己参訳 も可能になる。

◇ |~学習轟懸Jづ くりで t~m、 授業 :こ先立つ事前テス レ
鋳実亀で明 ら

かになる学習者の案執‡こ合わせた調整をお
こなら機会が必要である。

(2)学習指導過程

◇課題づ くり:ま教師が主縦 となるが、学習麓難でをま学習督が学ん

で 通そ意味が轟轟等諄ち、学習者が主後である事を確認 し、学警者

の主体鋒学習懸%を維障する通とが必要で轟る。

◇ グループ活動 :こ 先立 て}て、十分な機入憩考を行 うこと:こ よ
つて、

しヽわゆるグループヘの理投はなくすることができ込c

◇主体的 :こ轟題に取 り組んでいる学習者の思考進種に、教師はむ

やみをこ介′へしない。誤答母指導は学級での全体学習と、最後の教師

鍮まとめの解説で行 うことを原難1と する。

(鶴≫評 fin

◇評価は学習指導鍛改善 :こ 資する情報収集の手続 きであ 4と いう

評価畿 :こ徹する嗜評価の本来的な機能 :こ 轟づき事鏑テ _~4卜 、鐸鋳評

轟、事後テス トなどを横極的に活理する。

-2-



3.バ ズ o単元見通 し学習鍮進めかた
このようなポイン トを押さえた指導モデルとこで、バズ学習をが

'単

元見通 じ方式 Jを提案 し、そ分有効注 :ま さまざまな教科で、各学年
で確かめ られてきてぃる。次に始め手順の概要を示す。

一事鏡テス トと学習計画の説明

◇事前ナス トを行い、学習前の学習者母状態を把握する情報 とす
る。事前テス ト:ま次時以降の学習内容 ときちん と対応 ≧た項 目を もっ

て作成する。                    、

◇テス ト実施後、数時以降に学習する 1単元分の学習弯容を学習
課題として鐘々に文章化 したものを、学習順序 :こ始嗜で学習賛 :こ咽
示する。節 壼時限醒 :こ :ま ど鈴轟轟 :こ 取 り組むか、その議題は教科書
の i棗ミージ等内容れ爾するものか、第 2時限 困は 機。今。性 といっ
た解議を通 して、 l攀元分参学習計画を学習者 :こ 十分無 らせ、学習
の見取 り図を与える。 ここは甕答法などを最いなが らの教轟主導の

授業となる。

2時震以降 ――学習へ吟取り組み
≪学奮凛蓮は 1時難当たり 1,2課題に精選 され建ことが量ま ぴぃ)
◇教師ξままず、本時め課題を明示 し学蓄計画を思 亀ゝ臨させ 4。 轟
鍾母解決 (学習)に必要な資料≪教科書の該当ベージなど》を示す。
◇最締の指示に従って直ちに無別ξこ課題に取 り絶む。議題解決 :こ
必要な知識などはそ蒔場で鍮奮する。教師は原判的に説琴1を しなしヽ。
◇全員が少なくとも課題の内容の把握ができた時点で、 ダF1/― プ
で取 り組む指示をする。 |~グループの全員が分かるよう:こ 」とぃぅ集
団轟響を搬轟する。グループ活動中、教師 :ま挽懸巡撓 し、学奮就競
を点検するが、特別な場合を除 しヽて グループヘ参難導 :ま しな毎ヽ。霧
ち、学習者ベースダ)学奮活動に介入 しなもヽ。 この鐘入学荷とグルー
プ学警静時間が各時難で鍮中心的意義を もっ。学習者 :裏 窺分のベー
スで懇制に学奮こ′、そ鍛成果を グループに持 藝典≧て夏しヽ 1こ 検討 じ

-3-



Ｆ

ヽ

　

ヽ

轟う。分か らな証ゝ麗があ象′ぱグル
ープ懸離申で も羅魂韓もだつて考

える事縁できる時繭鈎余書が激しひ。そのた
感 :こ も、 こ勢学習ステヅ

プは tま十秀な時畿の難分が必要であるo

◇ グループの答えがはぽ轟そ拳つた所で、数鐸
が挽甕巡視中 :こ見

つけておいた代表的な正答や誤答を維院 としたグ
ループを指儀 し、

学級全体 :こ 発表 させる。それを材料は全体
での討論を行 う攀

◇各 グループの答えや討論を務まえなが ら、教師
によるまとめめ

解説を行 う。 こ母段難で誤答の矯正をする
と園時に、籐蓮鍮通 つた

講義によつて学習内容の整理 と定着を図る。教
師が最 も主導釣であ

る録は、 l時眼の中で :ま このステツプであ %。 ただし、
このステ プ

プ鍮時畿灘分 |ま大 きくすべ きではない。

一鍍鍾れこよる総まとめ

◇撃元の学奮を経えた所で教師が単元を通 し
てのまとめの講義を

行 う。撃元全体勢学習由容の構造を難ま
えた整理をすることによつ

て学奮者へ勢定着を図 4。 これ l~3教難奉心
のステ ツプであり、それ

だけに単元肉鍮学奮者舎状態を露握 した _r_で
働指導が要求される。

◇事後テス トを行 う。テス ト勢寵審は基本鈎
:こ は等前テス トと理

一の も録を羅いる。或績は 8-P表 により分析することが望まし
いo

琶得参就就 :こ 応 じて、補完吟指導が必要 と割断
されることもある。

なお、グループ懸動を鶴異的に進めるため
鍮グループ構成につい

て も、人数、構成基準(能力、性別鍛組み合わ
せなど)、 編成替えの

仕方など、難慮すべき条件 も多 零ゝ。 これ ら
鍮点で tよ、バズ学習の研

究で一定鋳知見が見出されていることも付け嶋
えてお恭たし`o

バズ 。撃元見鷺 じ学群は、臨蠅不可能な整
いモデルでξまない。指

導計藤の轟本は学奮者蟻状態 と教材命特性に臨
じた最適な授業づ く

勢と略`う新‡こある。上に轟げた手続 きの意轟を く
轟歌 り、さまざま

に臨理、活理す轟畿えこそ大切であるようにおもわ
れ 4。

-4-



全 体 会

(ご )鐘 全 育 成 と バ ズ 学 習

一 人間関係なひら側面 海ゝ ら _

愛知県春 日井市立寧部申攀綾長  荻  療 .蒐 轟

/、 教育の基本 にたちかぇる中で

(/)教育とは何かを聞いながら

(2)集 団的事実を認識しながら

(3)学 習の統合イヒを進めながら

(事 )教科指導 と学級経営の関わ りを意図しながら    .

認、ある実験絞での研究仮説

(〆 )「バズ学習は生徒の学習活動に対する参加度をょりぃっそぅ高めるでぁ
るう。」

(認 )「バズ学習は生徒の学習成績をょリンヽっ骨ぅ向上させるでぁるぅ。ゴ
(F)「バズ学習は対仲間意識をよリンヽっそ曇好慧的に変化発展させるでぁる
う。」

(ギ )「バズ学習は生徒の学習に対する感情ゃ認識をよりぃっそぅ菫まlノぃ方
申に変化発展させるであるぅ。ゴ

ご、前項 (ご )「バズ学習は対伸間意識をよりいっそぅ好慧的に変化発展させ
るであるう。」と:い う仮説につぃての検証と考察・

(ノ )・ 対仲間態度につぃての調査  :

※ バズ学習導入認年目の中学校 全学年各ぽ学殺抽出
この調査は、バズ学習を続けてしヽる生徒たちが現在どのょぅになってぃ

るかを把握す懸ため行ったものであるが、惜しならくは、バズ学習にとし
かかる以前め調査がないため、比較検討することができなン、。
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一

:_f_壁

9恣 24
1.豊醸浄 響子 《女T)と気楽ξ竜議し合え鶴か

※ 数値は全学年合欝実数 :《人数)を示す

(考察 )

調査項 圏 110相談相手のある生徒が、高学年になるほど多
い。全学年を通し、

好慧的な方向を示してひる o

調査項 目 30ノ 年生に「 ン`枠えJが 目立つ。 (1年 20。 2年 103年6)/年 生

は、学習活動の場で締人間関係が確立されていな
いか、協同学習

のもつねうちを感じとる経験が浅をヽからか。質問内容
の解釈にも

問題があるよ惨に思われる。          
‐            ヽ

調査項 目 40「はンヽ」が圧倒的に多く、「ひン`え」が極めて少 む`。学年差
も

認められず、有意な結果がでている。                  
ヽ

調査項 目 5お けんかをする生徒が高学年ほど少いo実際に、生徒間の争いや

｀     反漂が、以前に比べると極めて歩くなってυ`る。相互理解の態度

が培われつつあるもめと思われる。

調査項 目 6彗 〆年生に「はりJが少く、高学年ほど高セ`数値を示す。 (1年



29摯 2年 42・ 3年48)ノ 年生 は 、バズ学習総ねらぃがまだょく理解
されていないと思われる。

調査項 目 7.質問内容の解釈 にも問題があ り、「 どちらでも」が多数を 占め、
学年差も認められない。

調査項:目 809類 似 した質問内容。2年生は同じょ ぅな数を示 しているが、
ノ、ご年生 にはどんな人 とも話はできるものの我慢 して行動を共

にすることができない、と答 えてぃる者がある。

(1自F49:2502進再46:49・ 3生再33:26)

調査項 目10.学年差認められず。望 ましい方向を示 している。
調査項 目11。 全体 に話 し合 える生徒が多数を占めて υヽる。実際に、男女の対

立反 目が極めて少 く、有意性が最も認められる。

総合的考察  /」L集団を基盤 とし、学習や生活のすべてを包括 した学校での毎

日では、生徒 たちが仲間と共にあることを楽 しみ、男女の性を こ

とさら意識することなく、気楽に教え合い、話し合しヽをしてぃる。
とかくこの時期にみ られる友人間の トラブルもほとんどな く、信

頼、協同、友情等の うるわしぃ芽が、しだぃに伸びつつぁるとい

うことである。

◎ 人間関係の変化 ~ 班編成がもたらす色の _
人が集まれば、好きな者 と嫌 ぃな者があるのは常で、学級もまたそ

の例外 で
.を
まない。そして、何か事がな レヽ限 り、その好 き嫌いが変ると

は考 えられない。だから班の編成も、その活動面を考 えれば、好きな

者同士の集まりが理想的といぇるかもしれない。ところが、好きな者

同士に終始すると、たとぇその活動は円滑でぁっても、人間関係鍛広

がりはそれ以上に期待できない。それに、学級のだれしもが伸よし班

を構成することはむずかしい。だれかが ll■み出してしまう。



「「教育は生維を社会化す
ること」とい多本来の 目的に考 え及ぶとき、

マヽろヤヽろ瓢 間の集 つている集団の 4・
Iで適応していく人間に育てるこ

との必要性に気づかねばな働ない。どんな人と
一緒になるかもわから

なヤヽのが盛会鍛姿であるo始の中で積極的に働ける人間に育てあげ
ね

ばならなン`。だれとで梅伸よく協力し、伸よしグ
ループを作りあげて

いくことができるような人間にすることが、教育
の具体的な目標の一

つでなけれ′ばならなン
・亀o

このようなことから、翻朧離霙は既成の好き嫌
いの関係にこだわるこ

となく、しかも、しばしば組み変えた方が
ひいとひうことにもなろう。

組み変えの期間は、教科学習のことを考
え′ると、ご～ギ週間が適当だ

ろうと考えられる。
'

(2)ソ シオメ トリツク 炒マ トリツクスを通して

ア、第 ノ回調査 (6月 26日
。バズ学習当初)から 一 中 F・ 37名

07つの下位集団で男女別の構成  e各 ぷ名の威つの大きい集団の他

は威～♂名からなる小集爾 °男 A集団は、孤立
0周辺生徒からも

多く被選択。人気のある生徒の集団  :女集団は他からの被選択少
く、

閉鎖的な集団を形成  ・排斥だけされてひる孤立生徒 男∫ 女ご

ィ、第認回調査 (11月 4日 )第 /回と同学級

・ こつの下位集団で男女混合ごつ 相゙互選択に至らなくても異性を

選択した生徒多 1/1 e A tt Cの F集団はバズ活動もよいと観察され
る

生徒で占められる ・孤立生徒はぶ各に減、内よ名は先回と同じ。い

ずれもバズ活動少く非協調的  。被選択のみの周辺生徒増える。メン

バーはずつかり入れかわる  °相亙選択手ぷから3♂ に減、人間関係

の広がりがもたらしたも総か「なれあいJか ら目ざめた結果か  
。相

亜排斥 ∫ぷからよに減 、い枠薗をつかあとつ
た結果 が

拝かれる者のどちらも分散する爆向を示し
た。

・嫌われる者 、

(以 上 )
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11 学なつ開放で lJRな く、学校の善金運営

呼、神域奪民の意見を炭晨もそ |
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‐
■6学校の教育的役割の明確イーヒ ●  :| ‐| | |||■   ■li‐
|‐ 1学校教育に持するよ教育要求の鯉大化には、始の限界|をあきら

|||かにして、家庭 地ヽ域との連携の中で亀果すべき役割を明確にす

|||る |||‐ ||||||||||||| |  ‐ 1  1‐ ‐ ‐|.:| || |

|「7曇輩甦種T底二≦走111産鳳iる.蝙墓墓墓1・
||I Ⅲlま 1対犀暉摯的な甲琴キ|りやt稗?警零年轟呼|す分警晴琴雫
| :提供し |(町男朧 談会)、11その連携、‐協力を通じて力策をれてヽ学
‐
|:■絞と地域社会との交流による教育の場の実践で、1夷轟されるのが

■ ||ザ rT「 1111守之 TTFT〒 711■ ■

※十地域に糠ざした教育の実践 (館別パズ学習 )

1■
1・鑢かれた教育の広場  (三うの トリオ、一っの広場 )

|‐ .| 1学校づくりは1地域づくりから。地域づくりは、学校づくりや
‐ 家庭づくりに通じる。学校、家庭、地域が連携して、■つの教育
‐ ■の広場をつくり、学校の指導態勢と関連をもちながら、こどもの
1 人間形成を進める。そ通における指導tま、親や地域住民に委ねら

■■‐れ t‐ 学習は11通 どもたちの相互作用によって展開する。相互作用

■ め学書はそ1人間関係を高める機会のある通とを、また、人間関係

||を基盤にしてこ始、学力の伸長が期待できることを体得する。

■ 2社会飾自巳実現 |〈教育|の荒廃の克臓と社会変化への対応)
● ■ 聞かれた教育の広場では 1ヽ1親や地域住民の見守るなかで、

1こ
ど 1

‐ |もたちによ|っ てヽ八.聞 1舞係を基盤としたく統合的な学習が展開さ

■ |れる。 (バ'ズ撃習の教育観)|.また、学習母過程でば、形成的な
1 群価づ行われ t‐ 個J注化、1社会化の機能写働き 0ドズ学習の指導の
i ‐1方法絶技術〉 t.こどもたちの社会的自轟実現が図られるこ
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人間関係・ 学力同時達成仮説の検討

― リーダーシップとり関連 で 一

北海道教育大学 鹿内信 善

§ブイー ドラーの考え

・ リーダー シップで重要なのは LPc特 性
LPCと は :一 緒 に仕事をす るのが最 もぃやな人

L east P refered CO― wOrker

e人 は誰で も一緒 に仕事をするのがいやな人を もっている
LPcの 低 い人 :い やな人 には徹底 して悪い E口 象 を もつ人

LPCの 高 い人 :い やな人の中に もち ょっとしたあたたか

さを感 じとれ る人

・ LPCの 低ぃ人は仕事や成績を重視する人
LPCの 高い人は人間関係を重視する人
§リーダーのタィプと集圏の成績
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●

・ ォ クタン ト2に 注 騒

ォ クタ ン ト2:リ ーダーとメンバーの関係が よ く、 リ
ーダ

ーは とくにつ よい権力を もうていな
い、 t｀ わゆる普通の数室

1え 況。 そ こで算数の間のよ うな構造
の iま っきりした課題 に取

り穏 む場合 o

・ フィー ドラーの仮説 :普通の教室状況では、成績
重視 の リー

ダーをおいたほうが集圏の lJA績 は上が る。

・ バズ学習の仮説 :普 通の教室状況で は、人間関係
重視 の リー

ダーをおも`たほ うが集理の成績 は上が る。

実験研究

目的 :フ イー ドラーの仮説 と
バズ学 習の人間関係

。学 力同時

達成仮説、 いずれが正 しいか調
べ る。

o轟題 :3人 4轟 30m走
導対象 :小学生

群構成

繭 LPC群 低 LPC群

メ ン バ ー

○

」

′
○

曰
絹

高

　

＜



・ 結果

人間関係重視の リーダーをおいたほ ぅが成績 も上が る
ンバーの満足度 も高 い。

25

し、 メ

(li

S隼

′1'C群

22

低 LCP群

Fig・ぎ各群命議足度

ご鷲え膠暉ノ

轟 LCP鮮

0

Fig.2各 群の所要時間

(翼斎虜1啜ク

§討譲希望事項

① ここでいう人間関係重視型の人 とは、いゃな人の中にもよい

ところをみっけだせる人のことである.そ のように考えてよい
か。

② (そ のように考えてよいとして)で は、どぅしたら、他人の
中によいところをみつけることができる子供を育てることがで

きるか。

b



第 1分科会

亀竜舗菱等 、ど)ノ ヾ」ゼ 篭詳 雇響

愛難県豊メi!市立代轟小学校  丸山亜蒐
鍾酵 ノヾズ学習母れらぃ

∴     き  をビナ冒冒鐘菫響    響裁馨警ァ慧雨露輩∴鯰鸞れ饉遷
|

)lる 、 としヽぅことヵゞて

「
 菫    |

し
・ゝ
。           |

ことであふ。ある予どもを指名すると、
|

す攣雪攀貸欝琵撃蓄もが、「先生、河で轟均子を指した。ぁ鋳子何 iこ もできなぃ|

董 馨     il季贅F勇ネ風曇F専雙象言三鼈轟∴奮茸
キこヽかなりはつき‐
参か、あるしヽは、恒 :どゝうかとを、ぅ議論も

量∴奪を重言:こ
はヽ人を差別観してしヽふとしヽ瀑事実があり、

1暑薄貫文轟糧輝菫″
言テ
正し、三

手
しい人間蘭係を教科学習 :

バズ学習ξょ、こぅ
と爾時 :=、 意図的 :こ慧式彗ょぅとしてぃ

はゆ 低学年鋳バズ学習などう考ぇ益か

し讐霧奪言1:´Ittyで
|よ、こう彗た蓋みを、主となて、教科学習路場を通じ・で亜を、極めて重製機なてい基。

基拳冒写堡量ど∫ゝξ鐵鯵島ゝ不手姦馨l:F董青
つ轟鋳である。しかし、そ母方翁|ょ、

‡影響響∬暑∴轟il量雪轟臭轟雹彗脊そlTh驚ぎ讐警:1言装轟
守畠晶覧撃喜藤

rLる と理解 したをゝ。

を ま 彗    
聾f雪喜雪島壺i雪簿

合う技構,技能を、ヶ_ス “バィ3ヶ

実を、教科学習曇 l―E薫経慶』≧∵曇霙冒量
がヽす i菫

キ
亀じ成難

[して感 じ歌らせて

фゴ賛爵曇塞え露轟耳鮎量。
バズ学習 :よ 、権互作用を撻体とし.で 綴標鍮達成を図ろ ぅとしてし、み。、纂菫作用まま、ぉ互い :こ亀手を認録合しし`、様手毅何等か命影響を与ぇて初めて鐵立するも身でぁる。

を豊麓島鰹轟奪督き:Lう
の意よ、議し合いがその代表であるが、次ぎのょうなこと

:書 :_慧鮭裏買ξ轟轟事菌『。

:[:三二よ駐曇轟壼理,11
碁31墓璽彗写藁事量二嵐れ、小集国の伸間と等携担なり、鶴け合ったりヽすること。

鍵鮭言露贋lよ軽曇置を認蜂るとぃぅことを、ことばで理解導革患∴募量源P葬赳:F撻古奪言遷欠翼壁亀ど響言警晋み守雷薔Jょ、彼らにとっての基準が自分である
極めて理解 れにくいと思われる。
だから、体験を通 して、人を認めると言うことを実感させることになる。それに :よ 、みんなできる、ふんなでき

量事菫菫墨慶甕ポ警文遠懸ξ毅∬ b笛冒
と機ブFミ〆、助け合つた所産であれば、所 J



ができる。それが、仲間に対する信頼感を増 し、相手を認めるという態度形成を

健進するであろう。
それは、とりもなおさず、評価活動の導入ということ:こなる。ここでいう、評
JIM透動というの Iま 、伸間と比較する、いわゆる相対評価ではない。個人の進歩、

個人の学習の成果を認める個人的評価である。
ここで :よ 、昨日より今日、今回より明轟という個人時競争を積極擁に進める必

要がある。そして、饉かでも進歩 した事実を相互に認め合 うことによつて、相手

を認める、相手から認められると言 うことを実感させる事ができる。

それにξま、子どもが理解できる評価基準を設定 しなけれ :まならない。お互いに

相手を認め合 う‡こは、できるだけ細かい評極基準を設定するのがよいが、授業中

に無理なく評極活動が出来るようまこするために|よ 、子どもの生機の申で使つてい

る種度の段階がよい。
次ぎに示すのは、これまで使つてきた評価基準の例である。

例 (1)本 をよく読めるようになつたか確かめよう。
◎ 一度も間違わずに読みた。
○ 聞違つたけれど、すぐ読み直した。
ム 間違って、終ヽると言われて直 して読んだ。
X 間違っていると言われても、直 して読まない。

例 (2)計 算の仕方が分かつたか。
◎ 友達にや り方が説明でわる。
○ 説明はできなしヽが計算はできる。
ム 自分の力で計算ζまできるが、少 し、まちがってし′まう。
X́ 友達のをみてやらないとできない。

まぬ、個人的競争をし、進歩を認め合 うことによつて、人間関係を菫ましいも

の経していこうとするならば、その条件を満たすような、場をよう多く設定する

ことが大切である。
バズに取 り組 ま̀せる内容は、確認、織習、習熟を意図したものが適当である。

評 1懸基準が、行動猥馨に書き換えることが、比較的容易である。従つて、子ど

もが理解 しノやすいからである。
また、学習通種では、一斉指導後 :こ位置付け、できる

.、

やれるという経足感を

多くの子どもが得られるように配慮すべきである。極めて形式鋳で:ま あるが、成

就感を味わわずることrtii、 相互の関係を望ましいものにする技術・技能の体得に

なる。

きる。

3の指はミの音です。一総に練

盤隣のひとはしヽいなきい。
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~懸
あスマI薩轟uた蓮りゃってみ薔ぎfi「

嘔
:

・ =彎 コ・バ  ズ・ ぅこ,.
評綴表を示す
結果の発表
交武 して同しょうに確かあきせる。
T 上手に轟来るよう:こ 、二人で練習 しなさしヽ。
・ 口 :・  ブヾ  Jギ  ・ .ぉ り
T きっと進歩 L′ たょ。一度、確浄bめてみよう。
織習後、再び確かめのバズ‡こ取 り組ませると、進歩を期待することができる。
評価の基準がままっきサして与ゝないと、種手の井脅おしった り、轟分より

‐

「
手だということを強調 した りすることが圏立嘩ょう‡こなろ。人間が持つ競争本鸞が轟

端‡こ表轟し、かえって、人間関係を至めてしまぅ。
また、ひ≧りの進歩は、クラス全体の進歩でぁると準うことを強調す慈こと急、バズ学習で :よ 、極めて重要な要素で轟る。よりょぃ個人:よ よりょい集国き形成
するという、運人と集藝の統合は、バズ学習的理念の一って轟ふ。A覇闘藻としヽ
う珠ξよ、個人と集日との関係を示す心理時な事象である。  ｀
量学年曇バズ学習が、確認ゃ隷習義襲るというもので jよな讐ゝ。悪奪轟勘も入っ
てく轟。
鋼え:ぎ 、国語で主人会の気持ちをさぐろうという課題で、バズを導入する場合、「みんな考えが持てるJと 準tう ことが、重要なれらいであるな
毒
・えかもで暮通し、うこと‡ょ、翁答が灘 bヽ ものであればそれにこしたこと:ょ徴 4‐Lが、「轟んなできる」という事実が伸闘意識を好ましいもめにする、りまり、雪まれしヽ人聞関係の鰺成ということである。
学習というのは、轟本的には翻Aで事よ轟轟。まえI、 櫂亜作踊鐘、選鍛考ぇを支
筑させることで機能する。だから、個A思輩があって、バズが成立するというの
が基本である。≧かし、すべて鍛子どもが考えが持てるとしヽうわますで‡ょを

ti、

。そこで、思考活動を健進させるた轟の選鞭を考ぇてみると、
バ́ズ ー 1国 _ヘ  ー バズ
±繁 ― 遍人 一 バズ
の二通 りが轟る。
こまl.意よ、講したい、発表 したいという子ども釣数求を満足させ纂ことと、そ織
発言鍮内容が、他の子どもの思考を懸発したり鵞戦するでみろぅという発慧

‐
ぞある。それ :よ 、1//デ ィネスの調整め意義も心る。      ニ

ここでは、思考の結果を嚢劣を聞うとぃぅょり、学習 jよ参驚れ取春組んだがど
うかと募ゝう事実を重視 している。けれども、教科鍛潤標達成を無視するかけ:こξょヽ`かない。従つて、考えるとしLう こと‡こ争与ゝての評綴基準は示すことにして与、る。

(3)考 えることが出来たか。
課題を見て自分の考えがかけた。
友達の発表を聞いて分かった

奔溝哲蒙∴警∴:を桑f奮してぃた
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輔
最
う試
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程度
活動
うも

子どもと教師の人間関係
近、教育技術の法則化が盛んである。共通の財産として広く伝えようとしヽ

ふには賛同するし、その意義も認めることはやぶさかでない。

ズ学習においても、学習逢種の法則
rfmと 言えるかどうか‡ま解として、ある

コンセン'すスができている部分はある。しかし、人間関係は、高度の精神

の結果である。法則に従つて実践すれ iぷ
ゝ
、必ずよい結果が期待出来るとヽゝ

のではない。というのは、教師蠅の論理事こ基づいて作心れたものであるか

ら
貫文木標とし、ぅのは 1に 子ども蝿士のことであると共↓こ、救鑢と子ど

iも との臨

係でもあふ。それは、信頼闘係で成 り立って壌ゝふ。
,そ こで、数師銀)意図が、ど

こまで千どもに受け入れ られている力＼ どの程度、理解 して与ゝるデ≫かというこ

とを、評駕する必要がある。子ども碑手‡=よ
る授業評 1面で心警、教締評繭で轟

る。それ‡こよつて、子どもに最も適 した方法を作 り轟ヒ′た り、子どもた共に孝

え轟して、子どもを学習の主体者として議めることによつて、信頼爾爆が形成

されるであろ う。つまり、子どもの欲求壕こ対応できるというアンキシビジテイ

ーを持つて実識にあたるぺ碁である。子ども命実饉襲こ合為せるとん
し、子ども侍

思考めペースキ=合
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織ての子どもが学習事こ参驚でき、人間甕係をベース:こ したバズ学習で‡よ、登

非、実施 しなけ
｀
ればならなもゝことである。
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T。 文章を読み直し,

く理墜く。

8,学習を振り返 り,

づくりをする。

正 し

絵 本

推敲すること。

オ尋亀多解吟多チ

書く喜ぴ警もち夢発轟さ

せ轟4と .

―…∫饉魏騨守吟鷲れサ範|(おいマーーー

・ 既習文字警使ってヮーク

シートに書く。

・ カードに書く。

(特定の用紙を用意 )

くなかまをまとめる言葉

を知る )

・話型鉦
==亜
国
「

~¬

に合わせて議す。

・ 簡文にならい比べてみた

0｀二つの物を選ぶ。

・文型巨I亜甍L_
彊
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司

tr_合 わせで文章を書 く。
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・ 文饗 歴       :

》  あら懇

どちら:こ 亀

に合わせて文章を書 く。

・ 友達の文とくらべて,書

きたし,書 き直しをする。

・ ワータシー トをまとめる。

6.比較して共通点を見つ

け,文章に書 く。

末ざξ注意しで書くこと。

遷 種 学 習 活 動  : 指 導 事 項 手   だ   て
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(3}評価

。友達の話を聞缶`たり,自分の考えを発表したりできたか。

。狂正三藍爾巨互互正憂墓轟の文菫ξこ合わせて,豊轟をみつけで書くことができたか。

(2)轟翻

過種 学 習 轟 動 指 導 事 項 輩
専

だ

轟
覇
賢
凛
零
賢

。前時め甕雪をし,本時の

学警の最当でを知る。

◎範寅警員で,書 き表し方

を確か轟懸。

。学習の目当てをつかむこ

と。

。学習方法を理解し,書 く

意欲をもつこと。

自転草と自動車の絵をも

とに考えさせる。

ワークシートを使って書

くことや後で絵本づくり

をすることを知らせる。

。自転車と自動車の差異に

つもヽて考え,発表し合う
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全国バ責学習研究大会
鰹を生か し、 個を大切壼する教育指導

自  整金Fノゞ ンで ここ っ ぃ て

事 fI:千秋
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二・  メンバーが決ってぃる固定バズの問題点
従来の麗定 した小集団学習 :固定バズでは、無駄議が多 く、速度が遅れt F
できる」者が犠牲になりやすく、マンネリ化しゃすぃとぃった批判

・
がある。

またI増、集琵で取り組む授業以外に放課後ゃ体み時間撻、″子震亀ちが自主的 ‐
難相手を求めて学習することも少ない.な ぜか.メ ンバーが決ってぃる、す
で a通 轟業上がった藝定バズでは、「 なぜグループで鐘強する必要が轟るのか』、
「なぜそ毎相手と一緒に取 り組むのか』

“
等について、襲られた子供以外二十

分理解 してぃなぃことが多いので鐘ないか。集団で歌 警組むことの意義を:
子供自らが納得し自覚できないまま、教無から固定バズで取 り組むょぅに求
機られて毎、るのではないか。

2・  子鉄自らの責任にぉも、て集藝をつくる墨轟バズ
自轟バズで鐘、 鐘しめからグループが存在して鼈ヽる務けではな肇Ъ攀それ

載、議題菱悠じ、 自発鋳盤相手を選んでグループ菱っくって議題解幾を行う
方法である。そして、子供一人一人の必要性参た機難、 自分たち藝責任にお ‐
いてグループをつ′くる.こ oiょ ぅな場で載、児童・生徒は、「なずモ轟真達
を選択するのか』、「 なぜグループで取 り組を必要があるのか』とぃったこ
とが覇 Lヽ 直さ lltる 。 子供自身が自分の解決状態ゃ解決方法の選撲ほ蘭 して責
任をとることが求め られる。 っまり、兄菫 .生徒の下Å…人が自主昨、鐘動
鈎猛、種
=作
用を必要 とする学習環境を作 り上げてぃく。

奪。 学習指導をす轟ぅぇで大切なこと
学習指導が成立す機ため覆は、『 1。取 警組みの薫難が理解できること。

2.歌 務縄む課題が鐘っき警して Lゝ る己と。 3筆 しヽかに取 馨組めばょぃのか,そ  |
0手順が覇確でぁること。 さらに、 4.そ のような取 り組みに参麹ずれば、成

摯

　

一

”
　

（・・
　

　

　

，一・
　

ヽ

…・



鏡が自上 し、人間関係がよくなること。 』といったことが、 さまざまな能力

●学力・ 適性 今性格をもった子供たち‐人一人ほ十分納得でき饉も鍛である

こ≧が大規である。      :

|‐‐ 4. 自由バズの進め方 とは

■ IA  自由ギズは、以下の 4段階にそつて進む.
|く 1)課題をつかむ i               . .

| く2)饉 入慧考 く理解度の分類と提示》       ‐

|  1  理解度  1 理解できて、読覇もできる。 2 理解できるがこ

提 示

説明 もで きる. 3 理解で きない。

机上 難表示板 をだす。 l緑 色 菫菫亀  3赤 色 :

●
:{・

彗》自発的グルービングによる集団思考

1‐      く狭い意味で0自 由バズ)            ~
111■‐
~1 
全員が立ち上がる ≪それぞ

・
れ●立場を確認する).

‐.| ‐ 2 グルービング (4つ のユー鼻に従う≫
: |  

・ 理 '解 できて説明もできる子を、理解できない子が選んでダ爵

11111    づ・をつ くり、議 し合 う。

|:「 ■   ・ 理解できなしヽ子は、 どこまでおか りど通でつ鵞ず鶴Lて L・ るか

||     を議す。

111   ■説明できな聰ヽ子 鑢、 でき篭子ゴどわよう盤説明するかを麗き、
‐■‐ ・    説明できるようにする.

■‐||  _0説明できる子は、聞きにきた子の理解状態を知つたうえて、説
|‐
:■    . lt    '

■:|‐ 1    場 にはいる。
■|.: 

｀
|‐    il  i.                     _

|■ |1 1琴  説明を聞いて理解できた子は席ほづき、課題が本当に理解で

111    きてしヽるか宅確認する.理解できなしヽ子は、で構るようになる

●     まで話会し・ を続ける肇 こ徳時、魏覇轟相手を甕えて鶴よ鶴ゝ.
‐■   4 全員または鐵爾量量が、 自分攀庫滋麗った時点で鉤了奪
11・ 《4)発 表しあい、 ・ まとめる。

■■ B Lヽ ろいろなグループの例
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rfき る予Jiが少なもヽ

給 .

『できる予』力

'大

部分 ききに拳てくれないて

で

「

fきない子」が少 きる予』軍 ―る場亀

数の場色

rfき る予Jと「できな

い穐 翼よる″グル‐プ|

のサイズが4A-6人 :

となる場合.

嚢 理解ずきない子 |○ 理解できて,露調できる予 ム 理解できて,説明できな1・子

轟. 彊の尊重と自由バズ

個の尊重とは、「 国の多様性二.を 認め=『 彊参多様:性』に応 じた『取
:彗
|

纏み01多‐様性 Jを 保護すること―である.自 由パズではそれをどのよう毒考1彙 i

るのか。

1.独立心 0あ る子、 渡存鋳な子、 学力の高しヽ子低い子など、 子 ども最|■‐|

入一人多様であり、 一人一人独自な存在である.

2.グ ループをつ くる場合、 一人一人の選程、畿力、 特性壼感 じてこ それら

を最大限難生かす番鶏士てグループをつ くる.           _

3.グ ループをつ くるとき、教師の主導覆よ感めではな く、子 ども自身勢‐責

任のもとに自発的、 主体的覆相手を選んでグル‐プをつ くる.  | |

4二解決への取 り組み方法は、 子供■人一人に応 して異なるものであ り、経‐

き猛いく、尋ね難 Lヽ く、教えるとしヽつた多様な方法で取 り組む,そ して:

能動的に聞いたり話 したりすることを通して、 積極鋒に自己表現
―
を行うt

5.ク ラスのすべての子どもが、舞 くべき共通の課題をグループで取 り組‐む|

場合、 極入差のある多様な子 ども…入一人の歓求や覇 しヽをも同時紅:溝壼 ‐

することができる。

ら. 意歓づけ二歓求の経巻く取警組みの場一

自由バズでは二子供一人一人の歓求に注目する.自 由バズの過程.は、 |

傷

Φ
0

d

|.:|



｀
1『負けたくない、教えてあゴた

L卜 ‐伸すたいヽす緒驚なりた
いt麹わ―警■■

たくない、露めて犠し 平` と
いつた~人一人の社会飾歓求に基

づく攀

張・ 裏藤を馨lき 越こすo

2そ れら0∵ 九二人鐵持つ多様な欲求
を、自由バズ勢轟題解嚢轟程彎

中てヽ

子供目士で満たすことが求め
られる.

こむょうな過程で、一人F人●取り組
みが縫され、課題解決

へ0積極的な

参議華
=み
出される.

守. 護しい集菫生成議
1 個のレベルでllD『 死と再生」こみ

られるようこヽ集団●
レベルでも 穫麟

壌と生成Jがみられるのではな
い摯・ 菫義

バズでは｀集団は、生成
一成長‐

挫折二議壌卜・・・生成
一と｀`つたダイナミック最変懸

理していく。ある望まし

l tt完成した集甕基準を覆定し
な移・ つね

に変化し続ける機襲轟メ
ンバーは・

集合・ 難反を繰り返すと考
えたい・ このよう

な通程0なかで子供たちはさま

ざまな経:撃 を積む.ま た、集覇自
でも、同
~の子供が、あるときはマ教|え∵

轟‐るとき
-1は■‐教えられる"、 また"リ ーダ

ー"で あつたり、あるとき
‐数Tフ

|ギ 簿―プー"と なる。

3. ホ懇ンの立場:から機検討

「個』諄 F全体重機立場が永
観ン鍛考えである。全体であると理

時準涯であ

る。 量分が参難して影成した
歌藩難褻まれてヽ鶴めて

｀ 自分は秩序をもつ下

主童ても`ることができる書『
ゆ義ぎ』ヽ『 自己t轟織化』

ヽ「馨:き 込み』、「

リズ JIA二 など峨ホ藝ン特性
を小集理学習の中でど

のよう覆取 り入れる0かo｀

従来のパ.ズ学習の考えには
ヽこのような覇≧全体●覇係

●特質が明確す苺≒`|

自由バズ0理論構成ニホロンの考え
がどこまで援躍できるか・

市 Jl:千 秋

奪 ,1:千 歌

髪和太郎

参 考 文 献

1978 「 自由バズを取り入れた授業の進
め方」 明治理書

198o F自 由バズとは楓か―その教育操作
を中心として―』

バズ学響 く創刊号 )

1976 「ホ薇ン経営革命」 理本実業出阪
社
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蠅学懸ξま学校圭彗を結ぶかけ鐘しであ纂.
鍾学糠量よ、よ馨隻導ゝ学義の■覇蛉纂な育て藁轟鮮蒔轟で■轟゛
轟轟難装よ轟纂亜轟醸 《畿響パだ、豊轟パズ》‐4-藤ま暮毎LA爾轟饉
短学彗鐘学畿轟霧の質を轟鋳畢爆でヽ為。
轟し合慾ゝ‐織轟畿、リーダー搬導、量襲畿撥導

選以
理甕
  拶

憮 轟 解 畿
i舎
鐘 轟 饉 察
磐争 轟 母 種 機
機覇 鋳 轟 纏
翁覺生鮮ふの轟導

藝 趙 蒙 切 轟 警
⑫畿 難 欝 裁
鬱慧1塞学奮鋳請藝
番鐸 攀 参 達 轟
攀発生か皐身轟じ
e挨     拶

争彗も元気で
菫長鋳難示で藝轟員タート、纏

=轟
難をし寺か馨と

無鐘讐轟鍛指示で簿畢悪しヽ■轟華義轟る。
重長を幸心難具体鋳な甕轟を立てて
今羹一襲鐸罐隷≧麒選尋を立てて
一藝やスター許だ、鸞鋳や轟気が選こるよううこ

―Å一A参とりくみ鐘、纏農尋て豊襲で碁おか
難三嚢難き彗嗜か警と、歩からぬ事を覆彗ξ婁整すな
討菫プー≫難議え、菫で参曇婁註亀
´
撃嚢尋持ち稔≧準饉鍛羹答を華三義華轟
今萎一憂鍛と等<尋ξ重どうで轟つ糞韮b
さような基

舎鍾学涯鋳轟主鋳な饉鑽二・プ讐グラム讐羹のが患ぱ等で
1燿簿鉾プ轡グテム壺菫―‐9学畿壺 {轟彗舎懇ゝ、鰺X》 →戦診轟み―
学畿費 《轟諄舎bた、翼警》・‐プ潜グテム饗糞食 《翼書と薫鷺路壺嚢≫

舎プ警グラムや旦費・・・子供毅よつて必黙性の基拳亀器を
や畿響バズ ≪轟甕解款織鋳纏》な幸f轟韓プ褒ダ予贔警畿むぅ
。豊轟難で参爾鍵|ジ饉きぬときや鸞量鍛緩築が轟るとき鐘、変更す轟Φ
・錢難クラス総先生書や覺輩を難待し、体験妻や轟皐か藝轟慇鰻警Lした内
容裟曽しゝて議を轟て,

子・そ鍛畿、マンネジ化を難ぐと轟鐘プ轡グラム暴盗塞3こ費化を持たせ轟
‐,鐘学轟鍛費覇妾し、菫 b■鍵轟発会う。

(21)自己諄轟轟鋳涯燿

ア.l轟参生轟菫駿―菫難互移しL生経のデズムを作鞣滲.
〇みん―をで嚢轟亀轟隼的な生装曜理につをヽで菫続する拳 《墓壌要}
機評饉ほ _2{農 くな碧ヽ}難争準て事よ、撃翁を数寺さ準と等鷲、甕萎鋳購
甕紅つなげよう。
e菫から寿費嚢、鐘の覇から作意鷺
惨クラス全津の難鐘毅ついて鐘、学毅会で取等上げ轟。
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でA轟として命成長鍮

「ヽ霧奪 1難でよかっをぉ轟:響でやればで薄るふだJと しЪう喜びや轟動が鼻られる。

i]     曇           二      l

蓼.お心攀難

舎 賞轟鍮春で鐸議が起きて、鐘導むようとt/《 等、メ

翼菖『趙士テ饒墨

影軋盗麗隆菫暑蕃デ攣
b｀つ鍮甕立をない轟薔豪

器
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第 2分 準:金 (小学校高学年 )
ノRべ 学 習 的 効 鋼護 と ま鈴 導 Tヒ め 癬 意 点

兵庫県難路市立広畑小学校  内海 行之 ‐

ltバ ズ学習 と私
「隣の人 と1轟 じ合ってごらん。 J「 班で話 し合つてごらん:」  :
これがこバズ学習をさせるときの私め決まり文句であらた。
極端を言い方をすれば、これら約言葉さえ甲はして轟ればこ子ども
なちξよ、パズ学習をして<れ るものと思い込んでいたのであらた。
こんな私の浅薄さを悟らせてくれたのが「バズ学習の翠論と実際 J

:で あつたI.こ の著書を通して、ぁらためてバズ学習について学び、今
やうとその輪郭がうかんできたところである。
そんな私の機い実践記録と感想の一端を綴らてみたい。

21こ れまでの取り組み
(1)軌の配置をかえる
以前Iこま綴‡こ2列 ずつ並ばせてぃた 。そ して班ギ習め ときだけ、そ
れぞれの机 を合わせていた。今は、常時合わせてぃる :こ のことだ
けで もこ学習の雰意気が変わるとい ぅことをi特筆 しておきた 1、 :
こんな感想があった。

i重 : 曇言TTLllll慧 l国曇な二ふきなit暮皇it暮 1
かなかつたが、今|よみんな向がぃ合幸て勉強じそぃなと|
みんなで何かおもしろぃ話をしでぃるように楽しい: |

…ょ翠鳳止_二二二』
(2)班 ノニトの活用                :‐
その日の班の目記 (1回 の出来事、様子、自分たちの成長、反省
など)と バズ学習の記録を書しヽて、、る (甲 記撃輪書、記録は係 )◆
これは、班墨相互の人間関係在事めるの,こ大ぃに役立もてぃる。
菫 イ■ 卜を覗いてみ うと、流動的な子 ど |も の 日々の生活 、またそ

つ中で球長 していく彼 らめ姿 を壇間見 ることがで きる:  ‐
こ■争91と をどの.1ぅ にして子ど1)た 多年返していくか1‐ 大切
なことで必轟:私の嶋合t学紙澤信:|の すたり、朝の会で読みあげ
:感慧を語って

.も

らうたりして、素ゃ勲ますよぅにしてぃる:またt



給食 をいつしよに食ぺた り、

ノー トのことを話題にす るよ

班 ノートは評判がよいよ

体懇時間にお じやぺ りす るときに も班

うに努めている :(別 紙資料 )

、これからもがんばろうという気

し、わなしの気持ちもわからてく

0 いいことが書 いてあると
持 ちになる。 (Vさ ん )
6 みんなの気持ち もわか る

れ る:(Nさ ん )
1 班の中でいろいろなことがあつて、それをメモしとくと、
ちがう班になってそれを読むとこわたしたちl・Aこ んなことを

していたのかとわかるので、とても便利でよヽヽ。 (Hさ ん )

しか し:「 書 くことが今 日はうかばないな Jと か「書 くのがめん

どくさヽい .」 ということもある。それはそれで、認めることにして

いる。そういう一日もあつて当然であろう。

(3)班 学習に取 り組ませる
班学習 というても、授業中に行 う学習で :ま ない。

1子 どもたちが、

自分たちの合意で自分たちに課す家庭学習のことである。  l i
「
教師め与える課題より、自分たちで決めた課題のほ うが 薫欲的
に取 り組め |る ようである。|

成績下位の児童 の感想である。

む いろんな勉強 をみんなで決めて 、おもしろ くて 、や りやす

か らたふ (H驚 )

どんどんすすんでいくと 復習や予習などがでてくるので

よい。 (Hさ ん )
も 自分めさらいなとこでも、理学習だと、しないといけない
という気になれるけど:班学習がなかっなら、キつと求績も

おちてるかもしれない。 (Yさ ル) |

(4)授 業の中で
1_時間め流れ :よ 、|お およそ次のとお りである。    :
幹 課題― 批 り学習― バズー 全体― pl・ まとめ
軸 課題螂 "枇 り学習■や 全体‐ パズー 全体Ⅲ まとめ
‐ Clbで は拡散的思考を促す発間をし多様な考えが生まれることを1



総では収東的尋考を健す発間をし1つのまとまった結論をみつけて
くれる|と を、それぞれ期待しそぃる。.         ‐
ひとり学習っ際には、自分の季えを事ずノートに書かせてぃる。
議し合い:には、1考 えを整撃Lて 臨摯こ牛がを要だからである。その
場合「ぼくにはわからなし`1:」 ギぁらてもよ|い。その子なりあ畿業
へ,参加として認めてやることである。 |    |
決められた時間内にバ大を終ゎらせる習慣をっ 19‐ るためにt時間
がくるとベルの鳴るタィマニを利用している。時間の意識1ま :バズ
学習への集中につながる。
パズ学習でまとめたことがらをTPン 丁卜に書き、もHIを 畿も
て肇表する機会を設:サている。手どもたちは、この活動を大変よら
こぶ,パイ,こ も轟然と活気が出てくる。
班彙警

=に
問題を出 し合 うこともさせてぃる。この方法は、車元

のまと|め の撃階に有効である:轟 す岬〕出なれる側双方に|と |っ て桑
しい槻‐胃ができる。出題著側が鱗挙費課ぅこ:と だってありぅる

.め
で

ある。そうキると、ますますおもしろくなる。
i

だヽ学|で4年生では1ゎからない手への説明に来熟さがぁって当然で
ある。その場合く班員相互に「おぃ、わかるか。Jの声か:lサ を大事
にするように普段から言っている。ゃからない子:ま教卓の前0こ あう
まって くゎか る子 :よ発展問題 をす る )、 |二度 自の教師の説明 を受 :す
るのである。できない子の学習轟療をできる子に任せるようなこと
:よ 、業師の責任の放棄につながるものでぁる。      ||

つ、ギパ学習を経験した子どもたちは|
学習そのものに積極性が出ておな:教師がt、なくて

|ム がなると、班ごとに予胃や復習の譲運iこ取り蘊める
たも,        .‐
バズ学習を始めてからの子どもたちの感想
・ (ア )肯定の立場

も始業のチャイ

ようになもてき

いました:(Tさ ん )
,プ ズヾをして薔ヽると、

みんなで話し合い、そしそジ
し貧|り するから楽しい:(Mさ
'答
ネが2うや3つ気づかなか

―卜に書き、スタリーンにうち
ん )       |
ち年こミ午ギtやかつていも`と思

み
～
な協力することがなくさんできそ桑



しいです。バズをしていると授業は楽しいし

りやすくなって,い ます。 (Yさ ん) | |
ずんずんとわか l

6 ちゃんと考えてもヽる :す ど、心め申では「こんなのや らんほう

がええわ。」と思 うときもある
.:(I君

)

0 さらい。自分が司会を:し ないとい :すないから。 (Kさ ん )
0 楽 しくわか りやす くなつたけど、話 し合しヽはさらいなのでパ
:ズ はさらいだ。 (Yさ ん )
0 バズをtて いて'も 、男|の子は「バズ、バズ、バズ・ =:Jと
rヽヽ うだ :すで意見を言わないぶ (Iさ ん )|  :

上記のような消極的 01否定的な感想があるのも事実である。

このような問題を解消するためには1次の2つのことに配慮する

要 が ある と考 えてい る。

韓‐発達段階 (学級の実態も含めて)に応した「バズ学習の手1び

き」を正夫すること。

② 教材研究を充分におこない、子どもたちめ間蓮意識C:醸成 を
はかり、満足のいく課題に取り組ませること (何分蘭かを子ど

もたちに委ねるバズ学習でtよ いつそう切実であろう):

4、 「教え合うJと いう教育活動の落とし穴

ずばり言うと、「教え合うJの「合う」が本当のものにならている

のかどうかということである:「 また今日はA君 に算数を教えてやら

'な
ければ:Jtこ んなつぶやきのあるパズ班には、「合う」は存在.し
ない。できる子ができない子を見下すという「差別意識」が育ってしヽ

るにすぎない。安易‡こ「班の子に教えてあげて。Jと は言えないので
1あ る。                  |  ‐‐ |

lあ る。実↓|い い:「 教えるこ|と は学

ういう空気に教室が包まれればと願
:ど もたちから学んでみせることであ

i11ろ う。「合うJの第一歩となるtlち がいない。    ● 1■ |
1■;                           |

(イ )否定の立場
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提案主題

第 3分科会

教師∽リーダーシップとスクール・モラール

大同工業大学  松原敏浩
1。 はじめに

教師が毎日の教育活動の中で学級経営をどのょぅにするのかといぅ問題は
片時も頭から離れなり重要な問題であろう。本分科会でιま、教師のリーダー

シップとスクール ◆モラールといぅ観点よりこの問題を検討してみたぃ。

筆者は、これまで一貫してリーダーシップの問題に関心をもち幾つかの研
究を行ってきたが、教師のリーダーシップ行動についての実証的研究はまだ
ない。そこで今回は、教育心理学者が教師のリーダーシップ、スク_ル 0モ

ラールをどのょぅに提え、両者の間にどのような関係を見りだしてぃるかを
紹介したい。スクール 0モラールを取り上げたのιよ、スクール ◆モラールと
学ヵは一対一の対応はないものの長期的にみれば両者の間には正の相関が得
られること、またスクール ◆モラールこそ学級経営の原点であるという認識
によるものである。

2.教師のリーダーシッフ・行動の次元
スクール ◆モラールの向上といぅ目標を達成するために、リーダーでぁる
教師の指導性がきゎめて重要になるのは言うまでもなも、。そ通でまず、教師
のリーダーシップの次元としでどのょぅなものが挙げられているのか、従来
(1976年～1987年 )日本心理学会、日本教育心理学会などに発表されてける
研究をリストァッフ

゜
してみた。なお研究者によって教師の行動領域を限定し

ている場合が幾つか見られたが、その場合には研究者のところに領域を明示
した。

表 lιま、その一覧表とも言えるものT轟 (e表 重より教師翁リーダーシッ
プ行動が課題逮成と集嶽維持翁2次元ょり成り立ってぃるこなり理解されЯ攀



表 1  教師のリーダーシツプ行動の次元

佐藤 。篠原

(1976)

三隅ら(1977) 原岡・篠原

(1975)

上羽(1986)

教師の

働きかけ1テ動

り:1原 。天根(1986)

教授行動

根本(1983)
i

学級集団の
i

構造 :
:

課

題

達

成

行

動

・課題達成行動 。生活。学習におけ

る訓練 。しつけ

。社会性・道徳性

の静1練 。しつけ

懇切な指導

課題達成への

圧力

課題についての

訓練

。発間時の手心

。承認・賞贄

0授業外での

話かけ

。学習における

しつけ

。指導法の工夫

・統制

。活動性

計画性)

|

:

く :

*|

集

団

維

持

1テ

動

。集団維持1テ動 学習場画ζこおける

緊張緩和

児童への配慮

児童への親近性

。課題外での

コミュニケー

シヨン

・友好性と動機

づけ

国人への配慮

学級全体への

配慮

児童の受容

・親和性

ネ.()内の命名は松原による

表 2 スクール・`モラールの次元

学校生活への個人的意識 学級の雰囲気。学級意識

三隅ら

(1977)

根本(1983) 倉知ら(1986) 松覇瞳らく1978》 佐藤

(1976)

佐藤

く1976》

三隅ら

(1977)

上羽

(1986)

根本

(1983)

神見 :
(Ю86):

学校不満

学習意欲

規律遵守

依存性

二重性

態度

関与く学級

活動への参加)

自尊

意歓

学校への関′い

級友との関係

学習への意欲

教師への態度

家族関係の認

矢目

進路への見通

し

学校への関心:

級友との関係

学習への意欲

教師との関係

デストヘの意

識

協力度

参加度

遵守度

誇り

同一視

機集性

参加的

雰囲気

親和的

雰囲気

男女の

融和

!

学級連帯性 協力度

闘与度

遵守度

一体感

愛着度

誇り

安心

雑

凝集

切迫

全体的

雰囲気

活発さと

明るさ

規律と

まとまり

優しさと

温かさ

ぐ轟》

― |

∵   |



課題達成ないぅの:ま、生徒の学習活動の効果釣達成を振動すにでテ難でぁるが

それは、読all(指示、注意麒ど)ゝ 教授行動 鮨 導法φェ夫、魔凸時の手心

眩ど)、 計画性の3つに分化可鑢なようもミ思ゎれる。ここでしヽ憑纂ま繭性とιま
振本 (1983)の いぅ学級の活動性と時に関連性をもっ概念で理鑽檄 係り活
動などの運営の仕方と結びつく次元である。集圏維持行動といぅゃは、児童
。生徒への配慮、親和、授業外での話かけなど生徒への人間灘銀雖重視した

行動次元でぁる。

3.スクール oモサ_ル褥欽元

スクール 。モラールはど瘍ょぅ麒次元ょり構成されてしヽもので輻るもヵゝ。

従来の研究者が考慮した次元が、表 Qに示して轟る。通こでぃうェクール・
モラールとしヽぅのは生徒の学校生活への個人的意識ど学級翁雰轟併《ぉょどぬ

をものなする。表 2よ り前者は、1/・I究者によって若子の相違は基碁が「学校
への間ノがJ、 「級友どの関係」、「学習意欲J、  F教師への態度聾濤ら成り
立ってしヽる。そして後者の学級の霧囲気は、研究者によってばら警筆が大き

くまとめる通とが難しいが 鞭 菫性聾鍮中心にして「誇り」、 F鍾発さJ、
「安ノか 《優しさ)藤 が鸞錮鑢瑾歎元とぉ鶴ゎれる。

4.教師のリーダーシップとスタール 。モラ轟ルとの関連性
次を磯 師のリーダーシップとスタール 。邊ラールの関連性を見マ誦裁ぅ。

図長は、従来の研究結果を示したも瘍で轟る。国豊から二隅 ≪1967)ゃ ぃぅ
PM式 リーダーシップ理論がスタール 。竜ラ_ルむ説明する有力は難デルで
あることが示唆される。すなわらFM型 ≪課題達成、集団維持毅らに平均よ
り高ひ》の数師のもとでスク_ル 。モラールが最も高く、以下M型 ≪鍵圃維
持のあが平均より高い)、 P型 (課題達成のみが平均より高もヽ》、参撫型 (
課題達成、焦団維持ともに平均より紙ぃ)の l12~になっている。こ極て注目し
たい点をよ、単に生徒への親近性ゃ配慮を示す (M型》教師ょりも又鱚達成、

(9)
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Fig。 1 リーダーシップとスクーPレ・毛ラニf懸

集団維持ともに高い (PM型)教師が最も高いモラールを作り出しているこ:・ =

とである。                               ・

5.教師のリーダーシップとモラールの関係を仲介するバズ学習

教師のり撃ダーシ ンヽフ
゜
行動の次元のところで述べたように、教師のリーダ  _

―シップ
°
で重要なのが計画性の次元である。これが、生徒の活動性を高める ‐

要因になっているもの毅思われる。通の計画性の具体的な行動レベルとして 1・

考えられるのが、理単位による生徒の積極的な学級活動への参加である。効.:fl

果的な班1乍りと嫁の運営、これこそ教師のリーダーシップ行動をより=層効■ fご

果的に機能させは媒介効果をもたらすと考えられる。

ことで注意したいのは、班づくりに伴う教師の役害1行動の変化である。班 __I

活動が効果的に機能する為には、教師の十分な対応が必要であるう。しかし ,■

ながら班活動が藩光は成ったからといつて生徒にとっての教師の位置づけは111電 i

変化しない。教師もま相変わらずクラス∽リーダーであり、クラス翁シンボル「■
・

である。教師の自己研設、自動努力こそが生徒をして自分のクラスにコミ
‐
ッ・:t T

トメントし、自ら翁クラスをレファレンス 0グループ 鮮 拠集団)とするよヽう

ちになる重要なカギになるように思われる。

〔毬》



第ご分科会

提案主 題 肇:潮繁づ く り

兵庫県姫路市立 高丘中学校  牛 尾 照 夫

1.主題に取 り縄むにあたって

生徒非行、いじめ、登校拒否などが全国的な執育間響となっているが、本校も例外ではなく、
そうしたFD8題の対処に追われている状態である。その中でなんとか学校生活を建てなおすため
に数年前より全戦員がT体となって学級づくりにとりくんできたι
学級づくりは生徒指導、学書指導など総てあ教育活動の基盤である。学級がばらばらの生徒
の集まりであったのでは生活を高め、学奮あ成立をはかること:ま不可能である。ところがこれ
政でιま、生徒指導といえば規則で生徒をしばりつけ、教師が力で押さえつけるとtヽ った傾向が
強く、学習指導ではテストの繰り返しでいたずらに競争心をあおる。学級はそうしたことのた
めに教師が繊なりっけたり説教をする場であったのではなかろうか。清掃や合唱コンクァル等で
はみんな鈴協力を強調しながら、学習面では成績カードを示してなかまl・C負けるなという全く
相反すぅ指導がなされてきたことも薦題でぁり、学力だけで人間の価値を判定し、違れてttム

生徒を馬鹿にするといったことも生徒や教師の心、態度にあったのではないか。 |
学級は共通の目標をもち、共に力を合わせて実践しよぅとする協力的な集団でなけれななら
ない。そのためには、徹底ヒ′た討護、実践をとおしてなかまの人間関係を深めることでぁる3

学級の全員が学習や生徒会の係活動をとおして発言の機会をもち活発に活動することにより、
ひとりひとりのよさが認められ、生かされる学級となり、助けぁい励ましあう協力体告1も育っ
てくる。そぅなⅢば、ゃる気をなくして非行に走るなかまを学級:1引きもどじt登稜拒否やしヽ
じめの問題も解決できるであろう。また、それらの原因となっている落ちこぼしについては、

画一的な■斉授業を改善するために小集題 lとよる学習や教育機器の導入が試みられているがゝ

その技術や方法を受けいれる学習は、学級を協力的な学習集団に高めることによっそ可能とな
るのである。

また、学級は基本的な生活習慣を高め、豊かな人間性を育てる場である。生徒の相互作用に
よる自主的なチ.・ンク機能を生かし、相互評価をくりかぇす|と lCよ りそぅしたねらいを達成

`｀

ることができるのではないか。そのためIc~は、教師自身の厳しtヽとりくみと暖かな人間性が
実践をとおして生徒に示されなければならない。

以上のような考え.方でもって指導を重ねてきた結果、生徒は徐々にではぁるが変化してきて

いる。



。L,M(学 習バズ)のやり方

{1)今からL.Mを始めます。 「起立、礼」

{2}今日は復習バズをします。

・ 今日のバイポイントは「○○OJです。
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(小黒板にバズポイントを書いておく)

各自でィヾズポイントについて取り組んで下さい。

班にしてわからない所を話し合い解決していって下さい。

(班の問題点をメモする)

解決できなかったFnt題を各班から出して下さい。 メモ)

0あ F・5題にっいて○○さん、お願いします。

00・ 0:……教科係、班長または挙手をしてもらう。

0、 Oの問題について:よ、わからないので教科係で先生にたずねておいて下さい。

今日のバズポイントについて、もう一度家庭学習をしておいて下さい。

これで復習づズを終わります。

。革。Mのやり方

今からE,Mを始めます。 「起立、礼J

黙書をして下さい。  (‐ 斉体型)

班にして相互点検をして下さひ。

(今日の反省の中から明日の目標を決定する)

明日の目標を決めます。

1班から目標を言って下さい。 1班 。・ 2班 003斑・・

(目標を簡単に黒板に書く)

この中から決めるので 1回だけ手を上げて下さい。

「○○」が多いので明日の目標は、「○○」に決めます。

生活ノートに書いて下さい。 (明 日のベージに書く)

係からの連絡 (役員、係から)

体んでいる人への連絡

今猥の欠席は00く んな鍮で、

では○○君にお願いします。

19〕 日番の反省

盤0 先生からの連絡を開きます。

だれか連絡をしてくれませんか。

(班をなおして一斉にする)
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籍案主題

No l

「小 集 圏 瞥 習 に よ う 授 業 勢 改 轟 J
.青
森繭主機内中学校  直:饉 : 寛

T｀

1、 学技の概要

(1)燎   鏡  育轟華鋼ッ石量見率4…6  八甲麟lilの鷺、青森市③ベットタゥン
(2)生 徒 数  男子 37言 名  女I予 481名   計 739名
(3)学 織 数  欝選学畿  l傘   詩難学畿  I
i4)難 員 数  校長 1 数醸 1 義講 3i養教 l 事務 l 校群員 避  婁・ケ3T黒

教員年令構或 ( }:ま主子為数

纏 鸞 方 針

基 本方 壼:  入鶏尊重 キ民主々義鍛精神をすべてや教育轟動及びA聞轟藻鍮基鋳とし,真申毅
育鍮罐立をめさ

゛
す。

1、 教 育 鍮 方 針

(1)難育は,議轟轟生徒との群め教育鈎責係を前費とする。自らの教育姿勢を見蓮現 緩かぃ
愛審を基盤として,鑽 曇,い要求を課す.(教育姿勢)

(鷲}畿病iま壼徒ひより秒と摯轟自立ちの援機で轟る。生徒農錯命善さや,壺控舞とゃ{鍮書さ
ヤこついて

'不
動をこ輔ぃか鐵,や幸赫張糞勢轟轟。 (学年 拿学畿経営}

(鉾 教育轟難鈴中核は緩業で轟る。統胸霧費中鶴営化な麟り,指導母評無姜絞書及び積み菫ね
によ玲,薬 じく鑽しぃ授業眸創逮濾勢轟拳。 (授業會横鈎薪究)
:4)すべて等生徒が学校に義分の瞬を持ち姜充実した生漱が送れるょう,生徒集饉奉自主鋳な
協寿赫動を大舞鍾し,民主的な問題解決壽ゃ責f担轟やな灘逮壽學青鐵錢舞める。(生徒傘轟動}
黛・ 運 鷲 命 方 針

(1)中学校鍮教育意ま豊職鼻の心からの鑑緩と協ヵがなくては裁立しない。基自の責任を果たす
ととも織ナ轟互鍾思ぃやりをもち,長饉縫鑢ぃ舎って教育鶴標の達成鍵努める。(全校体制)
秘 生徒の実態に即した教育寺確立場ために,金職員學轟験と発想を生かし,学絞な基盤とし
た教奮の霧発に努める。 (x∫ 法による学年 。学校経営》

(3)結果主毅・競争主義・七クト主義を排し,豊職量が教育鸞馨に結集して,正驚毅教育を強
寿に推進する金 (教育瑾燿 }

轟

鵞

一

鉦1:A 7(1)A 310〕 人 5(1)人 筆(3:A 慾40}人

～ 2準才 ～30才 ～35才 ～40才 ～ 4忌才 ―撻才 ～55才

3鞍〕人
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____生 機 輸 実 態 総 描 く食 機 )

……工ご法、轟札のまとめ…

懺学
岬織難:こ濤織鋳、発表・鱒き薄が慾ぃ

、懸礎学力・書警守 :A警彎

島がなしL、 1聰豪轟避幾動
,裁麗事事宅璧が、二くさきなしヽ、意ギ馨餞ばが多し`

③集中移て議しを舗

くことができなも`

覇
麗 賃.菫`望

Ch震熱、縮さび喪掛、範
:こ学警総 。雫―ダ…性がでてきてし`

華等彗機、霊濾遷とも貴

:サ勢的な委勢が強し` I

*計画毅な霞轟学驚壽

雪機ができてし`壌もヽこ

こ鶴轟争て、経難等角

難無:サ番     I

,4 裁 尊懇  (´ 挙争》

ごJよ 教 育 轟 犠

ti}露 あてを持ち.五い難轟ああう豊鐘・

輸: 機織簿じて判断し1鰺度あ熟欝雛ができる生徒。

(3)思 いやりがあり,養 しさ温感動す轟生徒。

輔: ・わ織を鐵え。たくましく生きる曇痙鐙.       4・

こ喜♪実餞研究計画

1.研 究 主 麗

ひとりひとりが生き蓬きと学習できる授業鍮研究

一 撃習醸鍮こ燃ける苺ヽ築繭鍮轟簿と評機のRミを通して 一

*繁菫であし`事争がよ

も`              1

嗜サ鱗島 力゙:蜜l導纂

秦:L餞、重難磐拳しヽ新機<

時轟寺釜念がか:すても`番

本姦も`さつ、醍メ裁t時

議鋒崚念像欠i轟や絢策

、き糠拳が守婁韓鶴`義

ど轟窓鋳宝濾彗1鍵 :こ欠

:ナ碁       至

欝 壽 霧 纂

鋳率的な罐ヽ集轟極攀勢難進攀

嘉奪鋳な壺轟麓導参鐘轟。

1 縄達する学年・学校循事・豊雄懇動の鋤率的金轟運営o

新 究 叙 鍵
次のような手だてをとること襲ょ争,

生き生きと学習できるよぅほする饉

○ 学習0ねもいな群確化争具体1≧する。
◎ 票躍として難饉解決鋳学驚な取惨入れる奢
○ 授業通農に小集癬学習を取り入れる。
の 生徒の理解度=習得度を評轟し,喜蠍導す轟導

幸授業:こ幾縫轟で発表

壽 '諭解毒が鐘も`、車

れ特も多い    翼

〉難

(鮮壼
|

lil}

12)

13)

◎瞬機く攀菫替鏃等が蕪い

撃与Lや警も轟轟

摯学雷難異の忘札物がl  l

轟授業に鱗機Oil鷲繊

気がなし`

幸等習に鏑して:よ援気
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率勝鶴など羹懇(こ
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定LFて し`暴ためη家礎
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ポ先室の彗準をし,か

つ蒔けな勢参で、自分

籍手導鶴霧弩し、私稔

が多妙

率重菫で崎懸<摯年`や

書筆1轟拳を豊帯がよしヽ群

率鶏キトな鯉織が警い:

難彎饉輸 =線翼強さ
ら食翼さ義かけ

率1号鑽津:こ :ナ i渉碁ななiF専 {

Aの連轟肇奪責′す笙童

慢1と大け碁   菫
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1時覇うこ1回 F:ヽ鶴轟学習を鍍等入れでむヽる。 i l

2時閣によ璽ノ1ヽ纂藩学書を歌等入れでむヽ4.

3時臨に1爾耀ヽ集懇学習を取り入れでしヽる。

4時鐘↓こl藝ノ:ヽ集欝学饗を取等入れで等ヽ碁.

5鋳簿:こ 1国♂it集麟学習を取り入れてしヽ感拳 :

壼
轟

爾

録
轟
轟

難畿がけの場藩で轟離してむヽる。

灘轟設欝織場轟で総鍮して議ゝ曇. ,

覇菫進及嚇轟轟で轟爵してしヽる。
:

藝壼畢轟轟で講難してしヽ各
`

ま≧轟幸導轟で轟羅してきヽる。

繍習 モドリル}畢轟面で轟覇している。 l鶴

書畿鋳麟 、答え勢爾 玲場轟で轟鋼している。

実験 9賞習鋤共轟作菫幸躊懸で裁鑓移ている黎
:

３
鶴
　
　
難

鑽業翁意歎づけ:こなる義

壺量が授業:こ取零縄む拳 i

下数の豊擁も意見を言え轟゛

多雑毅意見や考え方が出される書 i 薔 1

!

轟難鋼事項勢定着が良いひ :

4
蘭

鑢

点

織:こ依存する報向が見られ轟。 i

時理がかか機.
i

: l

騒がしくなるぶ l l : i

轟し合むヽ3こ霧まりがなしヽ. i i

滋麗勢瞬轟や繁親の方難が難わしヽ. i

グループ轟参差が大きい。 (鶴角性など〕 : i

ザーダーの難力難が大きむヽ。 (各ダー育或鋳必要轟るよ 1

轟し合をヽきこ参加できなしヽ生難郡多難ゝ 】 ξ
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第 盟壼1彊  く導黛、 11、 就攀く金>》  議l群 拳～12:争 學

(1)全体会 参:拿 寺～ 11:40 総合司会・ 青野鵞康 (溝瀬五中》
露こ録   本村 華夫 (清糠五中 )

◎ 分科会報告   913幸・-1。 [幸 癬  暴.介科会理会若から報告

攀 言こ念講漢  10:輔 ～ 1113傘
「 電重 "生徒一人ひとりを生かすために J

名古屋大学名誉教授  塩護 芳久 先生

e 閉会のことば 黒舞園全曜バズ学習研究集会会長  襲月審二諄

I   (2)全事バズ学習研究会総会 11:40… 12:學 o          .
~^            

司会  稲垣 菊夫 (全国バズ学習研究会事務轟 )



―記念講演鍮鍾要―

児 童 生 L嶺彗
一 人 卜ひ と

一教育における「悪 をヽこ

り を ど室 瀑ヽす た め

みJと 恥央めっけJ―

塩 鍵 芳 久

本 国は全量バズ学習研究集会 :こ ご参施 くださぃまして有 り難 うご
ざいました。

これか らしば屹く鍮謳、皆さん落 と一緒に「児童生徒一人ひとりを
生かすために、1畿奮 :こ 熱意ナ碁「思ぃこみ」が

~決
めつけ」の調題に参ぃ

て考えてみたぃと意 しヽます魯

さて、 F思 毎ヽ通み壼を金獲_京動民の「新魂解国語辞典重でみると、
「 (1)堅 く信 じこんで疑ゎなしヽ通と。 (2)翼 く心に思 って、その思ぃど
お りにしよ争とす碁通と。」と轟ります。

また、「注轟っ !ナゴξこつしヽては「相手に反駁の余睦を与えないょぅ
にきびしくLゝ うこと。」とぁります。

われわれの霊常生活を
=、
り返 ってみると、 こ鍮「思して み董ゃ「決

めつけ」が しヽかに多 Lゝ か。また、過去をぶ、り返 ってみると、「薦熱 、こ
み Jや「決めっけ 1の ために大 きな轟 りを狸 した警、失敗 したりした
経験を もっでし、通人はぃじょぅに多ぃかと思ゎれ政す。

「思いこみ Jと か「麦め電堰fJと かいう言葉 :こ 意ま何か望ましくなし、と
いうニュァンスがぁります藝 ことξこ、教育や指導鍮錫会 :こ は子ど色
相手の購颯層ぁるだ 3ナ :こ、途の弊書は轟ゎめて重大だとぃぇます。
一時、嚢斃 じた対教簸暴鳶ゃ装内暴秀などの原因の_っ :こ数鍮参対
生徒認識での、 この「愚 Lヽ こみJと「決めっけ」がぁったことは量数 :こ
かたく轟 徐衰せん。「らの生徒はか くか くしか なかめょくな亀、生後

-1-

蓄こ五



だJと 、鐘任の数師に竪 く信 じて疑わないという「思いこみ」を もた

れた生後はたまったも録ではありません。けつたん患し`こんだ認識

を変えることはす こぶるむずか しい。つまり変化に対する強い抵抗

がらります。

「教育 とは何か J「指導はどうあるべきか」などの問いか
:ナ に対 して

皆さん方はどうお考えですか。何かの答えをおもちのことと思われ

ますが、それが轟る種吟「思 毎ヽこみ」でなければ幸いです。疑間のな

しヽところ‡こ:ま薪究 もな iナれば進歩や発展 もありません。

藝定機念 と参う言葉がありますが、これ 亀一種の「思いこみ」だと

ひえます。「それが正 しいと一度量 路`こんで しまって、変えること

分で きな Lヽ考え」というのが固定鍾念 といわれるものですか ら。

信念 も理震を越えてかたく思いこむことというのですか ら、 これ

筐えF思ひこみまこ轟するわ :ナ です。

教育や指導糞つ酵・て、ある種鍛信念を も嗜ているといわれる場合、

それが、一畿 :こ望ま しくなし`とはいえな Lヽか、ただそれが固定観念

となって変化 しなしヽとしヽ う器でまま爾題です。時代の流れや科学鋒冴

究の発展や教育研究の進歩などに応 じて教育のあ器方 も変化す
べき

でありま しょう。つま り、認識には柔軟性が求められます。

そこで、われわれはなぜに「思 しヽこみゴや固定観念に陥 りやすいの

で しょうか、 この間題につ Lヽて考えてみまヒ′ょう。

「思いこみ」は一種の心理的安定性を求める思考様式だと考えられ

ます。また、「国定理念」も長鶴ヽ爾闇の霊例イしされ習鐘f強された悪考

様式で、その根量にはノき理的安定感を求める欽求があると考えられ

ます毎
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入聞だれ しも、どちらっかずのぁしヽ昧な状況や反応舎仕方がょく
わか らなぃ不明確な事態に当

~o~す
4と 、多かれす くなかれ心理的緊

張が生 じ、不安感が高まります。また、先行きの見通 じゆつかな等ヽ

新 しい状況に入ることも緊張ゃ不安を伴ぃます。そこで、人種をまこ

のいやな不快な状溌を しらず じらずの購に極力避ζナょうとします。
そ して、 この回避の行動としてきまざまな望ましくない会理化反応

がみ られます。「思いこみ」も「固定観念」もこうした合理化反応 と無

関係でないように思われます。

新 しLヽ状舞に入る不安には、失敗をおそれたり、仲蘭ままずれ :こ な

ることや 懸ヽゃな評判の立っこと場心配 もありましょう。ぃずれにも

て も、入聞鍮弱墓を示す轟極軋な態度だとしヽえま しょう器

認識 というo‡ぎ 物事勢本質を十分に理解 し、その物 と他鋳物 と

をはっきりと見分ける通と運で轟るといえますが、物事の本質ゃ真

実を見極めることはξナっして容易な通とではぁりません。

しか し,、 どんなに警 しくとも、 どんなに不安な状態が続 こうとも、
われわれ iま それ :こ貯えて、勇気を もって物事の本質や真実に一歩一

歩迫る努力をつ くさなければならないと思います。

とくに、子 ども録教育や指導にあたっては、ゎれわれ大人はつね
に疑闘や問題を もってそ峨解決のために積極的な努力をつづけななナ

ればなりません。

それを安易な「思ぃこみ壺ゃ「決轟つけJ:こ ょって一時の警籍や鰯難
か ら連れようとするような層極的な態質ゃ行動は決 してとるべ きで

1ま ありません。

「思 いこみJや「決めつ :ナまま、物事の真実ゃ本質を見先 しヽ彊見ゃ差

別を生拳ます。 聰ヽわれのなしヽ偏員や差割によって、 どれだ l‐l多 くの
人々が不幸 :こ泣かされてぃるか、はか 徐知れなしヽものがあります。

今 甕の学校数奮 :こ はさま

問題が提趣 されて Lヽ ます警

ざまな矛盾ゃ不会理ゃその強多 くの鍵爾、

ぐれゆたに こ骨、ゃかま し Lゝ教育救革軋

―― 醸 ―一



識がなされて 鶴`るのではないかと思われます。

こうした状翼の中で、われわれ教育の研究や実践に直接携
わつて

いるも母にとって :ま、暖聞や問題を一時 じ参ぎ俸手段
や合理化論理

によって国避するのでもまな く、本来的な解決手段ζ
こよつて、いかに

時間がかかろうとも、またいか :こ 多 くの困難に
ぶつかろうとも、強

い忍耐力 と勇気を もって、関係者や地域の協力を得
ながら、学校職

員壺量の協調態勢母 もとに覇進的な改善をは
かるべ きであるの l‐■す

でに述べたとおりです o

「轟 しヽこみ』や :~麦めつけ _1と は必ず しも霊 じ性質
母 も母ではありま

せんが、変化 :こ対する抵抗や緊張や不安の低減
という意味で l―■同類

の Fttζずの悪考聾という様式があるよう :こ 思われます。

「一面悪考 J「部焼 り思考 J「置きかえ思考」「講
轟憩考」F短絡懸考 J「水

準化恩考」「強轟化思考 Jな どです。これ 準
の思考様式‡ま、F憩ひこみ J

や「決めつ :ナ Jと 同様 :こ常識的な燿議で、心
理学的なテクニカルター

ムではありません.わ たしはこれ ら鍛悪考様式をは じて優‡ご 逃げ

の悪考 Jと 呼びたいと思います。議ま り、むず
か しLゝ疑鋼や鍾題状

況を進けで安易な道を選ぼ うという一種鍮白己歎
まん鈎な舎理でこ反

慈であるとひえますか ら。

当入 :こ とっては、逃事の思考様式を とることに
よつて、面倒な状

況か ら連れることができ緊張を和 ら l―F不安を轟めること
ができる勢

で一応のメ リットがあるとひえるか もしれません。 し
かし、こと教

育や指導に聞する間題では、そのような逃げ
の思考は許されるべき

ではありません。

耐えば、な校のは員会である数師か ら生後指導
上のある甕鍾提越

があった場合、「そのような問Kは どこ砕学校 :こ 亀ある間違だ∫
そ

れよりも授業ξこもつと農を入れる必要があるJ「そ
鍮ような問題 :ま、

学校と略Lう よ書は家難の問題だJ「そ鍮ような覇題は、
われわれの力

でをまど等にもならなむ・爾題だ菫「生徒鍮導の間鐘よりも、進錨鐘等
の
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問題が もっと重要ではなぃか Jな どの発言は、どの種鰺「逃げの黒考 J
かみなさんで考ぇて皐て ください。

また、ある教轟から「新 しくBAZU学習とЪゝぅ指導方法を研究 した
い」という提案がなされたとします。その際、「新 ししヽ方法 :こ 目を向
:ナ るよりも現在の指導ξこもっと力を入れるべきだ」「そのよ,ぅ な新 し
い方法を取 り入れて、 もしも失敗するとどうなるのがゴ「子 どもたち
の学習は遺伝的素質によって決まってぃるので、ゃはり教え込む最
外に効果的な方鋏 :ま なしヽ J「教え合い助 け合い学習とか、ノ:ヽ集圏学習、
話 し合い学習、 さらに自発議理学習、提案のBAZU学習とか、 しヽろしヽ
ろな学習指導法があることは知 って しヽるが、これ らの方法はぃずれ
も協時を重視 した方注で、学畿懸動ゃクラブ活動 :こ :ま達 ≧て 建ゝるが、
授業に :ま む じ6畿争 :こ よって学習へo動機づ l―lを 高め、嚢儘 らせる
というこれまで翁方法が効果鋳ではなけか」「学校の教育で一番重要
なことは子どもたち :こ学ヵをっ :ナ ふことで、対人行晰や生活習慣な
どは家庭や地域めゃ亀ことだ J「 しヽま参学校に l-3や らなければな畢な
いことが山ほどある。その上に新 しぃことを持ち込むとひうの意ま不
可能なことだ∫新 しぃ指導法はどぅも子どもたちを言やかす嚢笏が
ある。子 どもは未熟で不完全な存在だから、できるだけきび しく鍮
導 しなければならないJな ど、など 0・ ・ .。 の発言が轟ったとし
ます。皆 さん方はこれを どぅ解積 しますか。
これ ら母発言が「逃げの思考 J薔こもとず くFへ理雇軋Jで あり、「饒
手論」であここと l‐3明 らかです。 こぅし、う思考ゃ態度意ま、学校 とぃ
う子 どもの教育を社会を代表 して担当 してしヽる一っの集璽ぁる Lヽ ‡ま
協同体のメンパーは最意こ慎まなければならないょぅ :こ思われますが、
皆 さん方はどぅぉ考ぇで しょぅか。

教育は最 亀趾遺鈎な仕事であると秒ゎれてひます。「一人ぃとり
を生かすためξこ菫と参うこ綽研究集会の主題 もきゎめてむずか し秒
が、やり甲要のみる鋼造鋳課題であるとぃぇます。 し、おり亀「 道と
なかれ主義ξ通遷 馨るよ曇竜「連マゴの機種鋒態度争行動こま改められな

― 轟 ―



iナ ればなりません。

話題をもつすここ進めましょ拳。

疑蘭や輔題を もつ二とは進 f舞や発展の源泉ですから、それらを大

切にしなければならないのは述べるまで もありません。自分自身か

らでた疑聞や問題にしろ、他の教師ことに若い教師か ら分疑朧や聞

題にしろ、それ らが教育や指導に聞するかぎり、真翁1に対処 しな
:ナ

ればならないように思われます。 :こ もかかわらず、『逃げ惑勢思考や

『事なかれ』母態度で、始れ らの疑鐘や問題を軽視 したり、押さ
え込

んだりすみ場では、マンネ警化 し、停滞 した安定 :よ得 られるにして

もそれ以上織も鍮は生まれません。

とはいって も、疑聞や問題ならなんで もよいか、といえばそうで

:ま ありません。それらゆ疑間や問題が教育や指導の本質にどうかか

わって≒ヽるかを見きわめ、蒻察 しな :ナればなりません。 この場合、

一見なんで もないよう:こ思われる疑問や問題が新 しい疑聞や問題を

生み、次第 :こ教育や指導礫最 もも機本的費題 :こ まで連るとを`うこと

もあるので慎重な態度が必要で しょう。

また、他Aの 疑爾や甕題については、十分は耳を覆け、白この も

つ疑畿や爾題 とそれ らをぶっつけを母爽連を現らか :こ したり、で き

れば轟者を裁会 ミノてより次元の高しヽ疑鑽や問題を作 り出すというよ

うな積極擁な柔軟な籐度が望まれます。創造的な黒考や活動ることっ

てはこのことはこく:こ重要のように思われます。

さて、提鍾されたさまざまな疑蘭や問題 :こ対処する一般鋳な手続

きほつ Lヽて考えてみましよう。

(lDま ず、最機 :こ蠍り上ずるれた疑繭や爾鍾の一つ一つにつ毎`て、

その菫要性、緊急度、解決手段と成功の見通し、実施の議条件など

を考慮しながら整理し、できるだ意ナより大きな問題にまと轟轟奪

≪痙≫次れ、蝿題を軸果鋳 :こ解羹す悪ため器手段
争方濃 :こ ついて理

―‐導一



論的ならびに実際鋒な画面か ら母検討を無え、きまざまな手段・
~ni

法の中か ら最適な ものを選択するか、それ らに修正を くわえるか、

また新 しくェ夫するか、などを決定する。

この場合、いわゆろ研究仮説を立てることが望まししヽ。研究仮説

はあまりむずか しく考えないで、たとえば「授業の中に短時間の講

じ合 い活動を取 り入れること :こ よって、子 どもたちの学習懸動をま経

進され、問題の学習不参雄の子ども:ま iiC少 し、子どもたちの協ヵ的

態度仰育成 とぃういま一っの問題 (藝 標)も 同時に解決〔達成≫される

であろう。そして、最終的:こ :ま学級内の人間関係!よ義善されt tlわ
ゆるF落ちこぼれ聾銀≫子どもはなくなり、学級全体の学習嶋墨鍼向上
するであろう。」と酪ヽうような轟わまかなものでもよしヽ。優轟を設
:ナ ることによって、実践活動の藝響とその達成方法との爾係が現確
になり、実簑溝院が集点化されるだけでなく、必要に応じて研究計
画に修正や補足を鷺えることができるからです。

(3≫次には、いょぃょ実轟活動≪研究活動)に入ることになります
が、ここでとくに註意暮なければならないこと:ま、その実践活動か
いか :こ効果釣に要糠を進骰しゅつあるか、また達成≧得たかを判断
するための情報を得る、しヽゎゅ儀評儘豪̀画を立てておくことです.
このことは、実装〔研究≫溝動とそ参議果をゃゃもすると銀Å擁な経
験や主観的な誕

・
新だけから評轟じがちな欠陥を教め、教育にお l・lる

実証性を確保するた轟に、きわ感て重要なことだと考ぇられます。
このような評価計量 :こは、1.新 義しヽ実醸【研究≫慧軸ξこ入る直前の

子どもたちの学習懸動母状態、とくに彊鍾とされる学薔参加、協ヵ
的行動、学級寵鍮鋳聞関係、学習成績など:こっぃての容鑢鋳な割購資
料を得るための計轟、2,実雲〔研究≫活動の経過舎中で要所と思われ
る時点で勢10と 蠅様な計憂、3.最終段階での同様な計轟、というす
くなくとも3嚢けの評無参計難が含まれる必要があります。こ鸞よ
うな計画によ守て子どうたちの進歩母鸞嶽が的確 :こ調趾されます。
なお、教師鍮魏案に基づく蘊録ふ評轟資料として計繭尋ておくこと
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が必要です。

(4)実践〔研究》懸動ξこ入つて、最 も重要な
ことは自己静実装活動

が討=繭 どおりほ進んで 聰`るか どうかを確認する
ことです。そのため

には、他母教師の協力が 1懸要になります。比較的長期
に及ぶこうし

た実践的研究は学校母全体態勢で計画される
のが普通ですから、教

師饉の協力態勢 も全体計画鋤中に含まれる
ことで しょう。

これまでのわたこの経験か らですが、この種参実銭的研究
でをよ、

計理は時間をかけて実現可能な妥当なも
のが立て られでひろが、実

際参実銭懸動をみせてもらうと、新 し群方法
の導入がすこぶろ不徹

底で、―
~fど
もたち :こ

‐
iif_従来 とあまり変わらない授業だとう l‐lと られ

~C~llる と鷲Lう ような場合が少な くないようです。

(5)さ き :こ 設定 された研究撰説がどのように実証
されたか、すな

ゎち取 り上げられた蠅題状況が どおように解決され、実轟
鈎研究参

日的が達成されたかを報断す 4た めの資料を整離すること
が、この

最購俸仕事です。そして、最終の最階では、
こ鈴実饉的研究を総括

するととも薔こ、今後の研究などにつし`マ検討が
なされること :こ なり

ましょう。始れ らが瞬寃報告書 :こ まとめられる
0は 酪` もまで もあ攀

ません動

このようの実践鈎研究が、疑聞や轟題を本来飾な手繁に
よって解

決するのであり、 こうした新究を続み重ねること :こ
よ号て、教育や

指導は理識的にも実践的にも大 きく繭進する
ことになると考えられ

ます。

わたしたち録B麟学習とし` う呼び堪参教育研究 も、教育の理場か

らの疑聞や問題を取 り上げ、上に述
べたような本来的手段、すなわ

ち多 くの学校や先生方 と共同研究体理を組んで、 30年近 く、続
けて

きた実轟鈎研究 :こ はかな 警ません。

本研究集会の主題に学しヽて一言述
べておきたし`ことが轟

一 奪一

で
　
ｏ

マ」

す

〉」

まり



「

「 児童生徒一人ひと器を生かす曇ということは具体擁に :ま何を意味

するかということです。皆 さん も考えて ください。

まず、学校の教育で子どもたちが「 よく生かされて L・lる 鬱状糞と「あ

まり生かされて しヽない、lと 参うより :ま「む しろ殺されているJ状混を

比技 してみると、何が どう違 うかが何とな くゎかって くるような気

が します。

そこには i‐生かすもの Jと F生 かされるもの」と等 2っ 分爾轟がある
ように思われます。そこノて、その 2っの問題は相互に密接に蒻達 し
た人間理解ある路電ま入聞 :こ つしヽての基本擁認識 (入聞糧 ):こ かかわる

ユ電題だとしヽぅことがで き童≧√ょ母か。

そこで、生かす銀な生かされ轟鰯吟A覇 :こ覇する認識や態度や行
動の変化ギ求められることにな勢ま しょぅ。「

‐
入轟教育 Jと か「A誦

関係を基盤とする教育轟とかしヽゎれる教育鍮基本 も、またあらゆる

教育や指導の最終鋒な理標 亀し実はここ :こ あるのではないかと考え

られます。

そ してくまず最擁 :こ取 蕃上げられな :サ ればならない理題は、われ

われ教師ゃ大人たちが「子どもを見る嚢」を変えること、そして、夢憩
いこみ」や「幾めつけ」慧考に基づ く予断や鑢見を捨て、差理的態度

や言動を改島ることだと鴛ゎれます。

時間が残 り少なくなりました。最後のまとめに入 りま しょぅ。

これまで学校め教育や指導にっぃて 懇ゝらいろなことを述べてきま

したが、それ らを要約 ≧致すと爽録 3点になるかと思ゎれます。

(1)教育や指導ξこ爾す碁「
‐
愚 しヽこみ」ゃ要表あつけJは、その進歩や

発展の源泉とも建Lう べ轟疑爾や問題Φ轟るのを妨 ff、 その解洗への

努力を押さえこむ轟それがぁる道と。
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(2)磁 た、教育や指導の基盤 ともいうべ き望ましけ入懸陶係 :こ懸

影響を及ぼすおそれ舎轟ること。 こと :こ 子 どもたち命入轟畿や
そ縁

相互母入聞轟藤へ舎影響 :ま きわめて重大であること。

(3)教育や指導は最 もell造鈎な活動に轟するも母であるから、つ

ねに柔軟な悪考や態度が強 く求められること。

最後に、わたしたちはこれまで 30年近 くBA窮学習の研究に取 り組

んできまし。食iが、そ翁際 :こ守るべき基本的な考え方や姿勢について

次のような項額を設ますて鶴Lま す。皆 さん方の参考 :こ なるかと考えて

述べさせて もらし`ます。

(1≫物事の盤霙性よりも類同性に着涯す4.

(2)排除参識理よりも共存の論理を重視する。

43》実議性、金惇注、一貫性を確保する。

(4》謙虚さとだん欲き。

(懸)と もわれない柔軟な凛考。

どうも長時閣のご静韓有難 うございました。

く曜稀52年 11月 ≫
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